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理念先行経営の経緯 

① 世の中はなぜうまく行く会社、ダメになる会社、うまくゆく人、ダメになる人の両方があるのは何

故か？世の栄枯盛衰はどこに原因があるのか。こうした人生の永遠のテーマに興味があって。 

 

② 自然界を見るに、春には桜が咲き、やがて花は散る。この繰り返しをしつつ、桜は成長する。 

いわば、桜の樹は、栄枯盛衰を繰り返して成長している。なぜだろう…それにはしっかりした 

根があるから。 

 

③ 経営もこれと同じ、しっかりとした根は何か…「経営理念」これが経営の根幹に至る。 

健全は経営理念という土壌の上に、経営の花が咲き、実業に実を付ける。そのために土壌の

手入れ改良は欠かせない。 

 

④ 会社創業に当たり、動機に不純はないか。地位、名誉、名声、金銭損得について私利私欲が

中心になってないか。動機に不純はないか。会社は絶対に継続・発展させねばならない。絶

対に破綻
ハ タ ン

させてはならない使命がある。 

 

⑤ 会社は社会の公器であって、そこには売上・利益・損得を越えた、基本的価値観や使命観、 

社会貢献観からして、会社は何のために社会に存在するのか、経営をどういう目的で行うのか、

基本となる考え方、判断のよりどころを根底に持たなければ、技術も資金も人も真に活性化さ

れない。仕事に「心」を添えてないことになる。 

 

⑥ そこで経営理念の理解・浸透、価値観を共有した強力な経営資源・企業文化を定着させること

が、経営強化に不可欠であり、志・信念・思想がその集団・組織を存続発展させるに決定的要

素である。思想の大切さを知らないうちは一流の人にはなれない。大切なのは「正しい考え方」

である。「人間は考える葦
アシ

である」。考えなければ河原の雑草と同じである。 

だから、あらゆる機会で繰り返し繰り返し訴え、考え続けなければならないに至る。 

 

経営理念が真の威力を発揮する段階的過程 

P.F.ドラッカーは「企業の目的は常に変化を起し、新しいマーケットを創造することである」。そし

て「イノベーションほど、自らの強みを基盤とすることが重要なものはない。」としている。 

それぞれの企業が自社の価値観と強みを活かして、社会への「お役立ち」を使命として経営を行

っているにもかかわらず、「お役立ち」にも業績にも結びつかない企業が少なくない。それは何
ナ

故
ゼ

な

のか？それは経営理念を構築しても、個々の社員の行動レベルまで浸透できないが故
ユエ

である。理

念と浸透には４つの段階的過程がある。 
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第１段階 … 創業者の発した言葉がそのまま自社の価値基準になっているが、その言葉の解釈が 

人によって異なり、混乱状態になっている。 

第２段階 … そこで、はっきりさせるために理念を文章化すると、全く違う解釈はなくなるが、お題 

目・モットーになってしまう。しかし、経営理念は「企業の事業目的をスローガン化」し 

たもので、事業目的がない企業は存在しません。 

この第１、第２段階はよく見かけることで、死んだ理念で生きた理念になっていない。 

 

第３段階 … そのため、理念を落とし込んだ行動指針を作り、教育研修で身につけさせる。 

しかし、経営理念を「記憶」すると「浸透」するとは、全く違うと認識すること。 

第４段階 … また、決まったやり方で、言われた通りだけでなく、理念の真意を一人ひとりが腹を 

決め、自分の考え判断基準を持って、知恵を出して、活発な行動レベルにまで浸透 

させることである。そのためには経営者自らが経営理念について語り続けることに限 

る。想いを届け続けることで、必ず理念の真意は浸透する。 

この第３、第４段階になってはじめて、理念の威力が発揮できる。つまり自分と企業の理念の方向 

性が一緒だと勇気百倍、自然体で行動に移せる！ 

「起業家精神とは、気質ではなく行動である」P.F.ドラッカー 

 

JAST グループ発展の原動力は経営理念の徹底にある。経営理念が希薄になるとき、JAST グル

ープの命運は尽きる。企業の発展、成長にとって、商品・技術・人間性が良い等は当然のことであ

る。これらを越えて、その企業に確固たる経営理念があり、それが組織の末端に徹底、浸透して、

かつ実践されていることが大切である。だから、あらゆる機会に、繰り返し、繰り返し訴えなければな

らない。 

「伝統は、歳月の積み重ねではなく、経営精神の継承なり」 

 

全ての基本は経営理念と人づくり 

① 当社の経営の基本方針は、「はじめに理念ありき」で、理念なき経営は凶器であり、無価値であ

り、虚業であるとまで断定しています。企業経営には経営哲学が絶対に必須であり、何事にも

当社のぶれない経営哲学に従って考え、行動しています。 

 

② 当社の理念を端的に表した言葉として、孟子の「天爵を修めて人爵これに従う」の格言が当て

はまります。ここでいう「天爵」とは、人として不断に道義・原理原則を実行して、人格・品性・徳

を高めていくことで、尊敬され信頼される高徳な人に天から認められた位を「天爵」と称し、「人

爵」とは、業績や経験から団体や上司から人為的・便宜的に与えられた位階を「人爵」と称して

います。 

 



3 

Copyright (C) 2019 Japan System Techniques Co., Ltd. All Rights Reserved. 
 

③ したがって、天爵を修めることに努めると、その結果自ずと人爵を与えられるのが理に適
カナ

う順序

立ちであるが、便宜的に人爵を与えられると天爵も与えられたと錯覚している人が多い。 

これは本末転倒である。天爵と人爵が一致する人が真っ当な人で真正に本物であるが、不一

致の人は有名無実で偽者である。（道経一体思想※） 

よって、人爵を得ると必ず天爵が与えられるとは限らない。 

桃李不言下自成蹊（桃
ト ウ

李
リ

もの言わざれども下
オ ノ

自
ズカ

ら蹊
ミチ

を成す）（史記）。モモやスモモの木の

下には、花も美しく実もうまいので、招かなくても自然に人が集まる。立派な徳のある

人格者のところには、招かなくても人がその徳を慕って自然に尊敬して集まり従う。 

 

④ 例えば、行動指針に動機不純、私利私欲、傲慢
ゴウマン

、損得だけの発想では、一時的成功で人爵を

得ても決して長続きはしない食わせ者である。やはり、事を起こすには原理原則の何が正しい

か、いかにあるべきかを考え、利他への使命観、倫理感に基づいて行動すれば成功は間違い

ないし「天爵」が得られる。 

 

⑤ 以上の考えに立脚し、「情報化の創造・提供による社会貢献」をモットーとして、いかなる企業

系列にも属さない完全独立系の立場を堅持することにより、業種領域・技術分野・プラットフォ

ーム等を問わず、常に最新の技術に挑戦しつつ、自由な立場で幅広い分野の開発・サービス

業務に取組むことを経営の基本方針としています。 

 

⑥ この基本方針に則り、お客様、社員、株主、社会がそれぞれ win-win（双方有益）の関係を築く

べく、「四方良し」の理念を掲げ、それぞれの価値を最大化し、全体としての企業価値を高める

ことにより、安定的成長を実現することを目標としています。 

 

⑦ また、こうした成長の原動力となるのは、社員一人ひとりの情報システム技術に対する情熱と顧

客への誠心誠意のサービスであり、そのためには人間力の研鑚が何よりも先行すべきである。

企業が社会の公器として輝くためには、社員の人間としての成長が極めて大切で、職業人とし

ても、社会人としても、家庭人としても、立派な人間に育てることがすべての基本である、との信

念に基づいた「人づくり」経営に徹しています。革新力の源はすべて人である。 

 

※道経一体思想 

 「道徳なき経済は犯罪であり、経済なき道徳は戯れ言
ザ レ ゴ ト

である」 二宮尊徳 

   経済と道徳は車の両輪でなければならないという道理をわきまえた至言である。この言葉から 

「イノベーションなき経済は退歩・衰退であり、経済なきイノベーションは道楽である。」に至る。 

イノベーションはすべて世界の発展と人類の進化のためにあるべきだ。 
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理  念  体  系 

企業理念 

Our Concept 

経営理念 ＊１ 

Our Philosophy 

   

企業メッセージ 

Our Principle 

     

企業スローガン 

Our Mind 

経営理念 ＊１ 

１． 自己に頼るべし、他に頼るべからず 

２． 基本を固くする 

３． 急ぐべからず 

４． 誠意は道を拓く、誠実本位で得た信用は最大の財産 

５． 清潔・整頓・堅実を旨とする 

６． 人生の目的は品性の完成することにある 

７． 感謝報恩の平常心を持つこと 

 

 

行動理念 ＊２ 

（社是） 

Our Behavior 

 

人事理念 

 

営業理念 

 

生産理念 

 

財務理念 

 

人が財産 

 

顧客第一 

納期 

品質第一 

コスト 

 

自立自営 

経営目標 

（中長期） 

年度方針 

部門目標 

個人目標 

すべては世のため人のため。 

すべては人と社会の進歩・発展のために、 

変わらぬ理想のもとに、JASTは絶えず 

変わり続けています。 

自ら核となって人を動かす。 

社員一人一人が理想をもつこと。 

そこからお客様との信頼関係が生まれます。 

●人が財産であるということ 

●技術だけでなく心でつながるということ 

 

情報化を創造し、 

提供することにより、 

社会に貢献する。 

経営理念より 

道経一体思想（経営の品質は人の品質に尽きる） 

● 企業理念「情報化を通じ、顧客の問題解決ならびに新市場の創

造を行い、広く社会に貢献する」 

● 人事理念「人が財産 幸せになるために努力を惜しまない切磋

琢磨集団」 

       ＊人間性と仕事のプロフェッショナルを追求する 

● 営業理念「真に顧客第一 常にお客様のためにお役に立つ」 

       ＊お客様の喜び（感謝）（感動）が私たちの喜び 

（やりがい）（生きがい）です 

● 生産理念「品質第一 信頼の基本は品質・納期・コスト」 

       ＊品質がシステムの命、併せて問題は必ず解決の道が 

あると信じて果敢に挑戦する 

● 財務理念「自立自営」健全な財務体質なくして経営の自由、独

立、創造なし 

具体的理念体系 ＊３ 

企業の事業目的をスローガン化したもの 

日本システム技術株式会社 

具体的理念体系 ＊３ 

行動理念（社是） ＊２ 

１． 自信を持て、自信を持てば君の仕事に迫力が出る。 

２． 難しい仕事に積極的に取り組め、そしてそれを成し遂げたとき、

君は確実に成長している。 

３． 摩擦を恐れるな、摩擦を恐れては、良い仕事はできない。 

４． 誰とでも付き合え、付き合いの広さは、君の人間としての広さで

あり、深さである。 

５． 忠告は素直に聞け、そして反省せよ、さすれば君は進歩する。 

６．  大きな仕事と取り組め、小さな仕事は君をも小さくする。 

７． 計画を持て、そしてそれを実行せよ、さすれば君には忍耐と努力

とそれと希望が生まれる。 

８． 速い仕事をやれ、遅い仕事は誰にでもできる。 

 

 

企業理念 

人事理念 営業理念 

生産理念 財務理念 
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不易
フ エ キ

流 行
リュウコウ※

（本質的なものを守る一方で、新しい変化を取り入れ、より多くの価値を創造していくこと） 

我が社の理念体系について、その構成を確認しましょう。 

先ず、わが社の独自性は「変わらぬ原理」と「変わる経営」を使い分けていることです。つまり「
フエキ

不易」

（どんな時も時流を越えて不変のもの）と「流行」（時代性、人間性に敏感に反応するもの）を識別してい

るのです。変えるべきものを変える勇気と、変えられないものを受け入れる冷静さ、その二つを見分ける能

力を持たなければならないのです。 

現代は価値観の多様化の時代、個性化の時代で、それはそれで
ゼ

是とします。しかし、かくあるべしという

確固とした企業哲学、企業姿勢が問われています。目先だけの経営技術に惑わされ、舵なき舟の如く流れの

ままに漂うだけでは、持続的成長はない。 

※不易流行 

これは松尾芭蕉が確立した蕉風俳諧の理念で、「不変の真理を知らなければ基礎が確立せず、変化を知らなければ新た 

な進展がない」。しかも「両者の根本は一つである」というものです。人の心の底に訴える不変のものを「不易」と表し、 

それを表現する手段や手法の工夫を「流行」としたもので、どちらが大事ということではなく、両方とも物事を極める 

ときは欠かせない大事な要素であると説いている。 

 

そこで別図(Page.４)のような「理念体系」を構築しています。 

 

理念（あることについて、理想的にはどうあるべきかという考え方） 

先ず理念の「理」は“真理の理”であり「念」は“信念の念”であります。小辞林によると「理性によっ

て得た最高概念で、あらゆる経験を統制するもの」とある。我が社の企業活動はしっかりした“真理と信念”

に基づいた理念を確立しています。理念はヒト、モノ、カネ、情報、スピード、変化対応の経営資源と違っ

て、手に取って目に見えないが故に、強烈なリーダーシップで会社を引っぱってきた人がいなくなると活力

がなくなる場合がある。しかし、企業は永続・発展しなければならない必然性があるので、永遠に残さなく

てはならない資源・財産としての社風･企業文化を確立することが極めて大切です。Identity（存在価値）

あらねばならない、なくては困る存在価値。その反対は、あってもなくてもよい無価値な存在価値。 

 

企業理念 

企業理念は、一貫して変わらない企業の考え方であり、「変わらぬ原理」「不易」の部分で、実は一番大

切で企業の根幹をなすものであります。小辞林を当てはめると「企業を経営するため、最高の考え方を理性

によって創造し、その考え方が社員の行動・経験を統制するもの」ということになる。 

企業理念の要件としては、「企業理念」（大和信春
ヤマトノブハル

）著によると 

① 目的性 … その企業が何のためにあるのか 

② 倫理性 … 社会的正義にかなう高度な価値を有しているか 

③ 指針性 … 具体的な判断、選択に際して、見極める物差しを持っているか 

④ 英知性 … 守っていけば成功できる知恵を網羅しているか 

理念体系 



 

 

経営理念                                       

 

6 

Copyright (C) 2019 Japan System Techniques Co., Ltd. All Rights Reserved. 

⑤ 本望
ﾎ ﾝ ﾓ ｳ

性 … 人の心を揺さぶるような感動や共感を与える求心力があるか 

⑥ 共有性 … みんなが共に共有することができるか 

⑦ 永遠性 … 末永く追求していく対象としての興味を保てるか 

⑧ 具体性 … 観念的・抽象的ではなく、実際に達成できるか 

  「企業理念が明確でない場合は、自然にそれを埋めようとして、擬似理念が発生する。」例えば、擬似理

念に多いのが利益至上主義、規模拡大主義、有名名声主義、自己中心主義等で、永続・発展はない。 

企業を興し、社員を奮い立たせるには大義がいる。大義とは最終的に世の中の役に立つこと。すべては世

のため人のため。これが欠けている企業は、一時的隆盛はあっても長続きしない。目的が貧相で私欲だけだ

と没落すべくして没落する。社会的（民・大衆・相手）責任を忘れた利の追求は永続し得ないことは歴史が

証明している。明治維新の時、農民の寄せ集めが入った薩長軍（奇兵隊）が専任武士集団の幕府軍を破った

のは、「錦の御旗」を持つ官軍としての強さを発揮できたからである。 

企業理念である以上、「何のためにこの事業をやるのか」とか「社会のため、自分の会社の使命は何であ

るのか」とか、「社会の中でどんな存在価値を創造していくのか」等、自分達の独自の役割をはっきりして

いくことが大切なわけです。 

我々はコンピュータを通じて顧客の「問題解決」「新市場の創造」「社会的貢献」という立派な社会的使

命を持った企業理念を有しているのである。私は創業の時からこの企業哲学を大切にしてきました。 

「JAST グループ発展の原動力は経営理念の徹底にある。経営理念が希薄になるとき、JAST グループの命運

は尽きる。」 

 

経営理念 

企業理念が「変わらぬ原理」「不易」で、一貫して変わらぬものであるのに対して、経営理念はその代の

経営者が自分の経営目標・方針・考え方を設定するもので、代が変わればその内容は多少変わる可能性があ

ります。その意味で「変わる経営」「流行」（時代性・人間性で敏感に反応するもの）の部類に入りますが、

“不易”と“流行”は両者が統合するところに意義があるのであって、分離していては何の意味も有しない

のであります。 

企業理念と並んで経営理念は会社の根幹をなすもので、会社運営の哲学を構築し、それが会社に浸透し、

同志的連帯感が出来ると組織はとても強固になる。かつて日本人は志を立て、人間を磨き、信条を通すこと

を学んでそれを自分の支えとしてきた。ところが、日本社会に連綿と続いた価値観を全否定し、共同体の安

定よりも個人の自由を優先し、市場競争＝善という価値判断が民主社会とする米国流が主流となり、日本独

自の持論のない、自己エンジンを搭載しない船が漂流としている状態だから始末が悪い。政官界、経済界、

教育界、家庭 …… 全ての分野に不祥事が起こっているのはこれに起因している。皆さんは技術力があれば

生きられると云うかもしれない。しかし、技術はそれを越える技術が出てくるまでの命でしかない。成功し

たベンチャーの経営者がチヤホヤされ、わずかばかりの技術・経験に慢心したため間もなく消えていった例

の人・例の会社を私は数多く知っている。哲学がないとわずかな技術・経験に安住しやすい。技術は間断な

く革新しており、環境も激しく変化している。したがって、それを超える対応をしていかなければ生きてい

けない。とすればやはり大事なのは企業理念だ。経営理念だ。この理念の心の支えを失って浮遊している人

はリーダーにはなれない。なっては困るのである。もしそんな人がリーダーになったら周りの人が不幸にな

る。相手の利益・喜びが、私の利益・喜びであります。（Leader is giver, not taker.） 
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皆さんは正にこれから人を育て引っぱっていく立場になる人達である。その時になって自分の知識・経験

だけでは対応しきれないことを思い知るであろう。人の上に立つ者こそ、多くの人から己の人間性を凝視さ

れていることを知るべきである。なにも難しいことを要求しているのではない。道は近くにあるのである。

足もとを固めながら着実に歩んで行くだけでよい。経営理念を「実践」に結びつけて行くことである。 

 

行動理念 

  経営は理念である。理念は実行である。 

思想・哲学は実行して始めて意味を有してくる。実行しなければ絵に描いたモチに終わる。 

「理念なき行動は凶器であり、行動なき理念は無価値である。」行動こそが本物か偽物かを分けるポイント

になる。 

よって企業理念・経営理念は飾りものではなく、あらゆる問題解決のために、基準である理念に照らして検

討する、反省する、創造する習慣を植え付ける必要がある。 

ここで「理念と実行」を２つに分けて二元論で述べているようだが、相反するものは実は表裏一体で一つ

であるという見方・考え方を体得してほしい（陽明学）。後でこの考え方について度々出てくるが、我々の

世界は「心と体」「精神と物質」「知識と行動」「個と公」「損と得」「苦労と楽」「善と悪」「私と他人」

「敵と味方」「夢と現実」など、すべて二つの対立要素で成り立っていると考えがちですが、私たちはお互

いに関わり合い、影響しあって生きている。本来は一体の存在だということです。知行
チギョウ

合一
ゴウイツ

は「言っている

ことと、やることを一致させる」「知っているだけじゃだめ。実行しなければならない」「知っていて行わ

ないのは、知らないのと同じ」とよく言われるが、知行合一は「知と行はもともと一つのもの、一体であり、

同時進行する。前後に分かれてなどない」という考え方です。掃除をしてきれいになったのではなく、掃除

をしている瞬間に同時にきれいになっているのです。もう少しわかりやすく言うと、私たちの心の奥には「本

当の私」と「もう一人の私」がいるということです。例えば道路に空き缶が捨ててある。「拾った方がいい

な（内なる声）」と思いながら「誰かが拾うだろう」と思って行動しない。「今この仕事をやり終えた方が

いいんだが（内なる声）」「明日でもいいだろう」と実行しない。こんな二重の生活を送っていては自分の

主体性は確立できない。「本当の私」の今すぐやれ（内なる声）で何の迷いもなく自然体で実践に移すクセ、

習慣をつける。これに徹底すること。「本当の私」を誰が見ていようと、いまいと関係なく、不動心を確立

すれば、自分を磨くことができるし、自分を自立させることができる。 

 

6W3H（ものごとの解決方法） 

目の前に事象が発生するとその本質を見抜き、what（何を）、why（なぜ）、who（誰が）、how（どんな

方法で）、when（いつ）、where（どこで）、whom（誰に）、how many（どれだけ）、how much（いくらで）

をそれぞれ明確にして対処する。 

 

本質の見抜き方（安岡
ヤスオカ

正篤
マサヒロ

） 

 ①枝葉末節ではなく、大枠を俯瞰する。 

 ②一面的でなく、多面的にみる。 

 ③短期的ではなく、長期的にみる。 

 人の考えに流されず、正しい方法で自分の頭で考え、自ら行動し、結果を出す人間になって欲しい。 
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 皆さんが毎日唱和している「経営理念」。この言葉の主旨を真剣に考えてみたことがありますか？ 

 昨今の厳しい環境下、今こそ原点に戻る意味を込めて「経営理念」の概念を理解して、全社員の意識統一

を図らなければなりません。 

 そこで、「経営理念」をかみくだいて説明します。はじめに「経営理念」そのものの主旨を、そして次に

一つひとつの意味を各項に分けて説明します。 

 

経 営 理 念 

一、自己に頼るべし、他に頼るべからず 

一、基本を固くする 

一、急ぐべからず 

一、誠意は道を拓く、誠実本位で得た信用は最大の財産 

一、清潔・整頓・堅実を旨とする 

一、人生の目的は品性の完成することにある 

一、感謝報恩の平常心を持つこと 

 

経営理念の展開 

 

  外 的 要 素  中長期計画    企業イメージ 

経 営 理 念  人 的 要 素  運 営 方 針  行 動 指 針  内容 

  システム的要素  年 度 方 針    パーソナリティー 

 

私達にとって経営理念の原理原則は企業のあらゆる活動に一本筋を通すこと。 

経営理念を組織の「体質」にまで浸透させ、各職場で実践していると、それは企業文化（Personality 人格、

社格、社風、品格、風土、JAST WAY、DNA）となる。 

 

 社会の一員として存在意義を見い出し、理念に基づいてあらゆる活動を同一ベクトル・ルーティーン（決

めごと）で有効に機能させることによって、理想的なパーソナリティを形成し、それを社会に認知、評価し

ていただき、感化影響を与えあうことによって共に進化発展する。自己実現とは、「なれる最高の自分」に

なること。 

人は皆、一個ずつの宝石の原石、原石は磨かなければ光らない。原石には苦労と努力の両方が必要。苦労は

原石を磨き、努力は宝石を大きくする。 

 

 

 

 

経営理念 



 

 

経営理念                                       

 

9 

Copyright (C) 2019 Japan System Techniques Co., Ltd. All Rights Reserved. 

主旨 

 朝、顔を洗いに行っても、トイレへ行っても、会社に来ても、鏡というものがあります。ですから、自分

の身なりは、髪が乱れているとかネクタイが曲がっているとかいうようなことは、いつでも正せます。目で

見えるものは案外気付き易いし、すぐに直すこともできるのです。けれども心の鏡というものはありません。

実際のモノとしては無いのです。 

しかし、人間は心と身
ミ

から成り立っていることが他の動物との唯一違うところです。従って、心にも身に

も栄養を与える必要があります。心も身もチェックする必要があります。心も身も使うと発達するが、使わ

なければ退化します。人の心の
ユガ

歪みというものも正しくする必要があるわけです。それでないと油断してい

るうちに雑草に負けてしまって悪いクセがついてしまうのです。よい種を播き、雑草を取り除き、肥料をや

り、害虫を駆除し、移植をし、
センテイ

剪定をし…  つまり手を掛けて育成する必要があるのです。 

（
キクネ

菊根
ワ

分け
アト

後はわが根で花を持て  … 吉川英治） 

 そして JAST グループは他の会社とは一味違うんだという理念を掲げ、姿の鏡ももちろんですけれども、

心の鏡も持って、心も身も常に鏡に写して歪みを直していこうじゃないか、ということなのです。 

 私を含め管理職も、出来た人間・完成された人間だとは決して思っておりません。しかし、やはり人生の

長い経験だとか、勉強だとか、先輩からの教えだとか、そのようなことを引き継いで、これが良かろうと思

って作ったのが、この七ヵ条の経営理念です。 

 ただやみくもに、がむしゃらにやるというのは、能ある人のやることではありません。航海するときには

羅針盤、自動車を運転するときには地図・ナビゲータ・ＧＰＳを持っていると非常に楽です。 

また、今自分がどこにいるのか判らないで、ただ進むというのは非常に危険です、無駄です。そんなことは

避けましょうということなのです。自分の現在位置を知ることは非常に大切なことです。 

 

 

企業のあらゆる活動に一本筋を通すこと。 

 筋というのはバックボーンのことです。バックボーンのない人は、軟体動物と同じで、ふにゃふにゃして、

ああでもないこうでもないと、何でもない事にただ悩み苦しみ、答えがでないといっては落ち込んでいくの

です。それではいけません。自分の考えや、それに基づく行動にきちっと一本筋を通して、そして自分の動

きが他の人をも動かす。自分の生き方が相手をも生かす、そのような一本筋を通したバックボーンを持つこ

とが大切なのです。世の中のことを少し多く知っているだけでは人はついてこない。技術・経験だけでも人

はついてこない。その人のバックボーンの中味が問題なのです。その人の中味によって感銘もすればバカに

もするわけです。 

 私はいつも思っているのですが、個人でも会社でも全く同じで、思想の無い人、思想の無い会社、理念の

ない社会（国）というのは発展しない、滅びてしまうと思います。ですから我が社は創業当時から、こうい

う思想・見識というものに対しては非常に大切にし、かつ自由な位置付けをしております。 

「無思想経営では、危機には勝てない。」 

戦後の日本の復興は常識では考えられないすばらしい奇跡として世界中から敬服されているが、戦争で焦

土と化した国を何としても元に再生したいと熱心に働き、先憂後楽で高度成長まで持ち込めたことは大成功

であったが、失敗も今に至っている。それは子弟教育で勇気とか覚悟とか独創といった美徳を教えなかった。

自分で考え選択する気力を与えなかった。一流の大学を出て一流の会社に入るのが幸せと考え、優しさと安
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易さだけが美徳と教えた。そして判断基準が好きよりも「有利」「損得」「金」に置くようになった。 

仕事がおもしろいということが幸せ、好きなことをするのが幸せ、「好き」を基本に勇気、判断、覚悟、正

義の美意識を持つべきではないだろうか。 

 

 

原理原則 

 社会の一員として存在意義を見い出し、理念に基づいてあらゆる活動を同一ベクトル・ルーティーン（決

めごと）で有効に機能させることによって、理想的なパーソナリティを形成し、それを社会に認知、評価し

ていただき、感化影響を与えあうことによって共に進化発展する。 

 

 同一ベクトル・ルーティーンという言葉に、ちょっと皆さん語弊があるかもしれませんが、全くどこを切

っても同じ形のなんとか飴というようなことを言っているのではないのです。いろいろな個性豊かな方がい

いのです。ばらばらであってもいいのです。ただ、ベクトルさえ、
カイ

櫂の方向性（富士山に登る）、（ゴール

点をとる）さえ合っていればいいのです。だいたい、形というものは合わせることが出来るのだけれど、心

や考え方というのはなかなか合わせにくいものです。 

 非常に優れた人でもダメな人でも形を合わせることは誰にでもできます。ですから、内容を充分重視し、

内容のある方向を目指そうじゃないかということです。 

 我々は、ややもすると条件さえ整ったら人は幸せになれると考えがちです。例えば健康であれば幸せにな

れるとか、お金さえあれば幸せになれるとか、そのようなことを考えがちです。ですから本屋さんへ行きま

すと、How toものがたくさんあります。どうしたらいい彼女が出来るかとか、どうしたら幸せになれるかと

か、どうしたら出世できるか等々。そんな本が山ほどあります。けれども、あんな条件はいくら揃えても幸

せにはなれないのです。 

 その証拠に、刑務所に入っている人達はみんな元気です。刑務所に入っている人で病気の人はあまりいな

いのです。ですから、健康だけあっても幸せにはなれません。それでは、お金があったら幸せになれるかと

いうとそれも違います。我が社の顧問弁護士の先生が「私は仕事がらこんなことをやっているのだけれども、

人生の裏を見て嫌になることがよくあります。相続とか何とかで、親子兄弟でお金のことで骨肉の争いがよ

くあります」と。仕事がら、弁護士というのはそういうことに携わるんですけれど、嫌なことが多いとおっ

しゃっていました。だからお金のある人が、お金のある家が、必ずしも幸せとは言えないのです。 

 やはり条件さえ揃えれば幸せになれるというものではなくて、その「元
モト

」になるのは、基本・考え方・志・

思想・行動・理念です。このようなものをきちんと持たないと、いくら条件を揃えても仕方がないというこ

となのです。「経営理念」これが経営の根幹となる。 

 

 

人間の行動原理 

私のモノの見方というのは、物理も心理も共に科学・Science であるというところから出発しています。

物理の世界をサイエンスだということは誰でも素直に認めていると思いますが、心理・精神活動をサイエン

スだとは
チョット

一寸抵抗があるのではないですか。私は以前から不思議に思っていたのですが、芸術家でも科学者

でも何か一つのことを極めた人達は、すべてのことに通じ同じ境地に立った思想・哲学的概念に至っている
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ことです。つまり、行きつくところまでいって神に出会うんです。この人達の云う神とはキリストとか仏陀

という概念ではなく、宇宙の森羅万象を統制するシステム、つまり創造神という意味です。宇宙にはあらゆ

る事物が
セイセイカイク

生成化育しているのです。適者生存が自然の法則で、世の中の発展に貢献する心の持主こそが強く

生きることができるのである。ところが、そうした大きな摂理・人智を超えた大きな存在（great something）

を知らずに、人はとにかく摂理に反した自己都合だけを考えるからうまく行かないのです。私は一流の芸術

家でも科学者でもない、経営者の端くれですが、物事がうまく行くには何かあるはずだ、行動原理（科学）

があるはずだと行きついたのがこの「人間行動原理」です。（盥
タライ

の水の原理） 

 

<人間行動原理> 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

理想… 人はこうなろう、こうしようという目標を持たなければなりません。理想は星のようなもの。到達

するのは大変だが、海の船乗りのように人はそれによって進路を決めることになるのです。従って

理想のない人は進路が決まりません。ただ、右往左往、ダッチロールするばかりです。 

信念… 理想のあるところ信念・覚悟を生みます。信念だけを持とうと思っても持ちきれません。しかし、

理想を持てば必ず信念を持てます。理想の高低によって信念・覚悟の高低もまた比例して、決まっ

てきます。Stand Play、エエ格好を付ける、私利私欲は絶対ダメ。 

行動… 理想から信念が生まれると信念は行動に変えます。（行動に変えない信念は妄想といいます。） 

信念を伴った行動は理想を実現します。ただ、見掛け倒しの信念による行動は害悪をもたらします。 

 

人は自らが理想・夢を持ち、目標を定め、高いものに挑戦していく。自分自身を鍛え上げていこうという

ポリシーを持った人に出会うと、高い理想を持った人は放っておけなくなるし、面倒を見たくなる。そうい

う人の心を
ヒ

惹くことを魅力といい、魅力のある人となりはいいツキ、いい出会いが生まれるものです。運命

改善のカギは心の持ちようによって決まるとも言える。類は友を呼ぶ、その人の人となりを見極めるには、

その人の付き合っている友を見ればわかる。 

 まず最初に経営理念ありきということです。経営理念に基づいて、後を展開させていくのです。 

理 想 

標
念 

 

目
理 

信 念 実 践 

志、夢、ロマン、大義名分、動機、 

錦の御旗、羅針盤、地図、哲学 

(これらは与えられるものではなく、自分で作るもの) 

精進・忍耐が必要 

(目標は最後まであきらめない) 

(努力はウソをつかない、必ず結果をもた

らす) 

成功するまでやる･･･失敗はない 

知力・禅定（真理・普遍・人生哲学 

を考えること）が必要 

勇気・決断 

decision 

願望 

desire 

継続 

continuance 

奉仕・犠牲・利他が必要 

動機が正しいか常に反省する 

確  信 
情  熱 

(不退転の決意、何があっても何と言われ
ようと動じない心) 
ここで手を抜いたら夢は実現しない 

使 命 感 
責 任 感 
危 機 感 

(やらされているうちはダメ) 

(成功する人は皆、理想主義者) 

(間違いは、理想を現実に妥協させること) 

(理想に向かって現実を変えようとする人は応援される) 

プラススパイラル 
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JASTグループはこうなりたいんだ、こうしたいんだということを明確に方向づけて、その方向に一路まい進

することが大切なのです。一期一会、今、眼の前にいる人が自分の人生で一番大切な人。 

 ああなりたいんだ、こうなりたいんだという目標・願望がないといけません。 

皆さん、ああしたい、こうなりたいんだという希望があるでしょう。夢があるでしょう。そういったものが

無い人は、やはりそうはならない。常にそういうことを念頭に置いている人は、必ずそういう情報なり、相

手なりが、向こうから飛び込んで来ますから。目標がないということは、一番ちゃらんぽらんな状態です。 

 いずれにしてもそういう経営理念に基づいて、JASTグループはこうなろう、こうしましょうという願望に

基づいて以下の展開をしていくわけなのです。成功する人は皆、理想主義者で目標・夢・ロマンを持ってい

る。「夢なき者は理想なく、理想なき者は計画なく、計画なき者は実行なく、実行なき者は成功なく、故に

夢なき者は成功なし」(吉田松陰)、目標だとか夢・ロマンが有ると、そこから信念・覚悟というものが芽生

えてくるのです。そうしますと後は実行に移すだけです。この三角形（目標・信念・実行）を上昇スパイラ

ルに回転しだすとシメたものです。理想とか目標は空想ではないのです。理想と空想とは全然違うのです。

字のごとく、理想というのは理にかなった想
オモ

いなのです。空想というのは
カラ

空の想いなのです。ですから、空

想から信念は生まれないのです。本当の信念というのは理想から生まれるのですが、空想からは何が生まれ

るかというと、仏教の言葉ですと妄想・妄念です。空想・妄想による信念は見掛けだけです。見掛け倒しの

信念による行動は無駄なのです。害をもたらします。 

 最初にかなり大胆なことを申し上げます。 

今は七ヵ条をこうやって掲げていますが、これが
キンカギョクジョウ

金科玉条ではないのです。日本でいうと憲法です。この

国でいう憲法を、皆さんが変えていただいて結構です。私はそういう大胆な発想を持っているのです。 

 JASTグループは永遠に発展していかないとだめなのですから、こういうものも変えていただいていいので

す。だから、社長が決めたからこれでいかなきゃならないと、私は夢にも思っていません。どうぞ皆さん、

大胆な意見や良い発想を提案してください。 

 

 

経営理念の展開と明確な目標イメージの形成 

 

 我々は自分の個性を生まれながらに、あるいは祖先から、環境から、躾
シツケ

、教育から受け継いだものを持

っています。皆さんはそれぞれ良いものを持ってるわけですから、ある形にはめようとは思っていません。

けれど、ただ我流というのはなかなか労多くして無駄が多いのです。だから、いろいろと勉強したり、人に

聞いたりしたことで、良いと思われることはそれを集大成して、一つの地図あるいは羅針盤にしていこうじ

ゃないかということで進んで行くわけです。ここで大事なことは、道筋がわかっただけでは物知りの世界で

あり、学者の境地に過ぎません。学問をした人が必ずしも人の上に立つ人ではないのです。自らの足で歩ん

で自らの天命を磨き、「吾
ワレ

づくり」をし、一人ひとりが自分色の特有の光を放つことが肝要なのです。 

 経営理念を更に分解しまして、外的要素・人的要素・システム的要素を充実させていくわけです。 

 外的要素とはどういうことかと言いますと、これは外から見えるものです。人間で云えば体に相当します。

例えば、うちは最新の一等ビルに入っています。商売は場所である、人である、考え方である、行動である。

これが非常に大切な要素だと思うのです。高い目標を背にもって、ビル一つといえども外から見えるものも

大事ですから。一流のもの、ホンモノを人間が求めるということは非常に大切な事だと思います。そんな外
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からの世界ですけれども、場所でもビルでも立地条件でも、必ず一番のものを、一流のものを求めるという

社風を持っているわけです。 

  次に人的要素なのですが、これは人間で云えば心に相当します。JASTグループは人でもっている会社です。

あとは何にも無いのです。自慢じゃないけど、人が一番大事なのです。 

  人というのは、人数は判りますが、実力だとか考え方だとか思想だとかは外からは見えません。だけど、

外から見えないものこそ一番大事にしているのです。 

  木でも、土から上に出ているところ、幹だとか葉っぱだとか花だとか。それらは当然見えますが、根は見

えません。けれども、見えないところに一番価値があり、重要なのです。枝が折れても、木を切っても、芽

は出ます。根さえあれば。根のないところに芽は出ません。だから、表面ばかり、見えるところばかりを信

じるということは非常に危険なのです。あの人はどういう思想・考え方を持っているのか、JASTグループと

いう会社はどういう考え方で会社を運営しているのか、案外見えないものなのです。だけどそれが一番大事

なのです。人間でも会社でも、一旦社会から悪いレッテルをはられると、いろんな努力をしてもなかなか取

れません。ですから最初から、この方向で行くんだということを表し、目標を掲げ、それを社員に浸透させ、

その通り実行していく。そうすると、JASTグループはこういう会社だという良い意味のレッテルをはられま

す。いま JAST グループは非常に良いレッテルをはられておりますので、これも無形の財産です。非常に大

きなブランド財産なのです。そういうことで人的要素を中心においています。これが JAST グループの中心

です。 

  それからシステム要素。これは、人間で云えば神経・頭脳に相当します。JASTグループはお客さんに対し

てアフターサービスが良いだとか、品質がいいとか、納期通りに商品を納めるだとか、管理会計制度、教育

制度、危機管理、開示報告、予算制度、中長期計画だとかそういったものがきちんと確立されて、その PDCA

サイクルがしっかり生きた活動が出来ているかどうか。神経・頭脳系統がうまく機能しているかどうか。こ

ういうことが非常に大事です。 

 会社を運営する為にはいろいろな要素がありますが、一つひとつが無駄なく機能しているかどうかが大切

です。たくさんの要素がまとまって、日常の活動をしながら会社運用をしていくわけです。 

「無名有力の会社たれ」、名前が有名でなくても実力がある会社、世の中の役に立つ会社たれ。 

 経営理念をさらに詳しく具体化したものに社是というものがあります。その下に、行動指針として毎年実

行目標（スローガン）を掲げているわけです。〈2019 年度スローガン〉「Vision Venture Value Velocity 

～４つの Vで結果を勝ち取ろう～」。これは、毎年我が社にとってその時々一番欠けているところ、弱いと

ころ、補填
ホ テ ン

しないといけないところ、強化すべきところ、達成しなければならないところを、目標に掲げて

実行し、自分の身に付ける、習慣付けるというところへもっていくものなのです。 

  最後は、こうしたことで会社のイメージ、パーソナリティが確立されるわけです。ですから皆さん、本田

という会社はどういう会社か、トヨタ・ソニー・パナソニックという会社はどういう会社か、頭の中にだい

たいイメージがわくでしょう。それが大事なのです。良い会社は何となく人格（社格）のようなものがあり、

悪い会社は印象が一定しないものなのです。 

 JASTグループは非常にクリーンで、人柄が良く誠心誠意で、技術も確かだとよく伺うことが出来ます。大

阪・東京と全国展開、海外展開になっていますし、業務分野・技術分野も多方面に渡り、毎年の学生の訪問

も非常に沢山あります。大学の先生方の評判も非常に良ろしい。アットホームであるだとか、最先端志向だ

とか、他の会社にない楽しみも私達の会社は持っているという評価を、お客さんを始め、社会の人に常に持
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っていただいているのです。これは非常にありがたいことです。結局最初にそういった会社としての理念・

思想をきちんと掲げ、それを具体化して社員の一人ひとりが実行しているから、現在の立場というものがで

きているわけです。これは何も社長一人が頑張っても、皆さんが実行してくれなければ
カラ

空念仏に終わってし

まうのです。きちんと目標を掲げ、その思想が社員一人ひとりに浸透し、それが実行に移される、このよう

なルーティーンを経なければ何の意味もないのです。 

 後ろを振り返ったら誰もいなかったとかいいます。皆さんもこれからリーダーになっていくわけですけれ

ど、自分が部下に恵まれてないというのは、ある意味で悲劇です。一番の悲劇です。一
イチ

サラリーマンでいる

方がまだましです。上司にとって部下がついてきてくれないっていうのは、一番の悲劇です。三十代になり

ますと、同僚です。横の同僚。これが大事なのです。三十代といっても、普通の会社の三十代とうちの会社

の三十代とは違いますから。うちの会社で三十代というのは、大きな仕事がどんどん会社に飛び込んできま

す。これをこなしていかなきゃいけない。大きな仕事をこなしていかなきゃならないのに、同僚で足を引っ

張る奴がいるとか、ちゃんとできない奴がいるとかになると大変です。 

  私の立場でもそうですけれど、人材・リーダーに恵まれることが一番大事なのです。 

 企業は環境適応業である。環境の変化に適応する能力を失った時、地球上から姿を消していくことは、生

物も企業も、国家も文明も、同じ宿命をたどることになる。今、自分が、企業が果たして環境に適応してい

るか否か。その
アカシ

証は自社及び自分の思想、人間性、技術、行動、商品、サービスの中味が顧客に支持され

ているかどうかにある。 

 顧客ニーズの多様化や個性化、加えて急速な技術革新等により、今は売れている商品・サービスが明日は

どうなるか誰にもわからない。顧客に支持され続けるためには、組織と人材を常にフレキシブルな状態にし

ておく以外方法はない。進化論者ダーウィンのことば、「生き残るのは強い者、頭の良い者ではない。変化

に対応できる者だけが残る」 

 いかなる環境の変化にも臨機応変に対応できる、打てば響くような組織と生き生きとした人材。こういう

活性化した組織や人材をどう育て維持していくかが企業の
フチン

浮沈を決める。 

 これまではトップが指示・命令し、それを
キマジメ

生真面・忠実に実行することでやってきたかも知れない。しか

し今や、社内外のどこを見渡してもお手本など一切ない時代を迎えるに至った。（新幹線、グライダー、D51） 

 指示・命令を待って対処していく体制では、ドラスチックに展開する今後の難局を乗り切っていくことは

できない。各々の持てる能力を主体性をもってフルに発揮し、各々の目標にチャレンジしていくシステムが

最も望ましい。しかし、最前線が各々勝手気ままな対応をするのであれば、もはやそれは
ウゴウ

烏合の衆に過ぎな

い。その源泉は企業理念に行き着く。企業理念は創業の精神であって、各々の企業が求める夢・ロマン・願

望である。それには必ず人も企業も国家も説得力を持っていなければならない。それはただ技術やノウハウ、

方法論の次元では処し得ない、魂(生き方に対する根本的な考え方)の次元の問題である。魂のない人や企業

には誰もついてこない。そういう高い次元の見識を目指していることを確認して欲しい、誇りにして欲しい。 

それでは、経営理念の第一項から説明していきます。  

 

一．  自己に頼るべし、他に頼るべからず 

 

 これは非常に排他的であるとか、あるいは孤立するとか、そういった意味は一切ないのです。あくまでも
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前向きであること、積極的な考え方です。真意は「独立して孤立せず」ということです。 

 明治維新の人達というのは非常に立派だと私は思います。日本を今日在らしめる礎となった人達だと思い

ます。何故かというと、もともと日本は小さな島国で資源も何もない三等国です。近代日本の出発点は明治

維新からであるが、当時の 19 世紀から 20世紀の初めの世界は、欧米による有色民族への植民地支配が絶頂

に達した時代です。この欧米列強の侵略・征服に対して抵抗し、真の独立を保った有色民族の国は日本だけ

でした。現代でも属国の悲しい歴史が、今だに尾を引いている国が沢山あります。百年経っても二百年経っ

てもまだ、その後遺症から逃れきれないという現象が目の前にあります。ところが日本は、欧米に支配され

た国々の二の舞は絶対に避けねばならない。民族の独立のために頑として自主独立を貫いた。自分の国は自

分達で守るんだという気概で取り組んだ。先進国からは、もうとにかくがむしゃらに、学ぶものは全て学ぶ。

学んで自分のものにしてしまう。基本は自主独立です。自助努力・主体性・自己管理をもってやっていくん

だという和魂洋才の精神で取組んだから明治維新は成功したが、太平洋戦争の敗戦後は日本人固有の精神・

文化を放棄してしまいました。日本は愛国心が戦争を起こすと考え、戦争と愛国心を一緒に捨てました。個

人が、国民が、国家が自分を大事にしたいと思うのは当然です。世界は持論を持たない者は信用されないの

が常識である。日本は持論のない迷子になっている。国際時代に適用する自己エンジンを持たないと生きて

いけない。アメリカの個人主義、私の人生は私の勝手、自分さえよければの欲望追求の結果、人々はどこま

でも満たされないことに疲れ、精神の豊かさを見失った。このことが現代の混乱の基
モト

となっている。 

 「
ショウジン

小人は利を求め、
タイジン

大人は理（あるべきだという筋道）を語る。」という言葉があります。 

 これは我が社でも同じで、リーダーになればなるほど、自分のことはほとんど犠牲にして、皆さんのため、

あるいはお客さんのため、社会のため等、自分のこと以外の領域をどんどん広めていく。それが結局自分の

為になるのですが、普通の人はなかなか出来ないのです。「自分が」とか「自分のため」とかはすぐ頭に浮

かぶのですが、「人のため」だとか「相手のため」だとか「思いやり」だとか、そういったことは二の次三

の次になってしまいます。 

 ところがそれは本流ではないのです。英語では「Give and Take」と言います。「Take and Give」とは決

して言わない。キリストは「与えよ、さらば与えられん。」と説いたわけです。まず与えよ、その後でも見

返りを決して求めません。ここまで言いきれるかどうかで世の中は大きく変わります。宗教的次元の高い思

想です。 

 明治維新の話に戻りますが、自主、自分のことは自分で守るんだという気概です。自己責任、これがない

とどうしても相手に依頼心が湧きます。相手がこうしてくれるだろうという依頼心。もし相手がそうしてく

れなかったら、今度は憎しみを、反感を持つようになる。それは非常に生産的ではないのです。相手に対し

て不平とか不満を持っていますと感謝の気持ちは起こりません。 

「未熟な人は、九つまで満ち足りていて、十のうち一つだけしか不満がない時でさえ、その一つの不満を真

っ先に口から出し、文句を言いつづける卑しい
イヤ

人がいる。なぜ私達は不満を後まわしにして、感謝すべきこ

とを先に言わないのだろう。」（三浦綾子） 

 そこでは良いものは生まれないのです。個人でも会社でも、常に順風
マンパン

満帆で成長の
イチズ

一途ということはない

のです。よく結婚式でも言います「人生は波あり嵐あり」と。確かにそうなんです。順調な時は誰だってう

まくいくんです、大したことをしなくても。問題は、逆境の時とか、波風がきた時なんです。そこでどう耐

えられるかが人間の勝負なんです。会社の勝負なんです。ですから「苦しい時にどれだけのことに耐えられ

るか、あるいは力を発揮できるか」これが本当の人間の真価、会社の真価なんです。 
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「壁を乗り越える楽しさ…」「もしも順風満帆だったら、平
ピョン

昌
チャン

冬季オリンピックでは勝てなかっただろう」

（羽生
ハニュウ

結弦
ユ ズ ル

） 

 常に自主独立の精神でいないと、自分に不都合なときは相手を非難することしか思い付かない。例えば、

何故私には小遣いが少ないんでしょうかとか、給料が少ないから働かないんだとか。まるで本末転倒の、成

熟した人だったら思いもつかないような考え方をすぐする人がいる。全く幼児と同じで大人になりきってい

ないのです。自分の不平・不満を周りに押し付けるのはいけないことです。この「自己に頼るべし、他に頼

るべからず」というのは、そういう事を言っているのです。 

やはり、皆さんの持っている才能・個性・潜在能力といったものを活かしきって発揮していきたいですか

ら。それにはやはり、苦しくとも自主独立です。結局人間は努力した質・量に比例して喜びの実感が得られ

るのが真実なのです。相手が喜ぶことに努力すればするほど、自分に利益が返ってくるのです。 

 

「３日
ミ ッ カ

、３月
ミ ツ キ

、３年」という言葉があります。誕生日、新年、進学、卒業、就職、結婚、習いごと等、その

節々を言っているのですが、そんなはずはなかったと感じるのが、早ければ３日、さらに３ケ月もすると新

たなことが目につき、３年もすると確実に中だるみがくることを言っています。人間の心なんてコロコロ変

わりますから、よほどの固い決心がないとすぐにくずれてしまいます。（not wish→must） 

 国民栄誉賞を授賞した大横綱、千代の富士は 30 歳を過ぎてからあの大記録を次々と樹立しました。スポ

ーツの世界、特に相撲の世界では 20 歳台で終えるのが普通であることに比べると、その陰に彼の並々なら

ぬ精進・努力があってこその賜です。彼は言っています。「苦しいと思って楽な道を選んだり、逃げたりし

ては負け。稽古すればするほど体もできてくるし、心も鍛えられる。相撲は３日休めば、回復するのに３倍

の９日はかかる。やはり稽古は怠らないことです。」やはり、強さを支えるものは自分の心の姿勢をハッキ

リと持つことによって初めて出来るのです。品性の高さで結果が大きく異なる。 

 

二．  基本を固くする 

 

 私はある教授から凄い教えを受けました。「本を読むな、原理を読め。原理を書いてない本は読むな。ど

んな本でもエッセンスは 10％以内だ。」ということです。私達はたくさんの情報に囲まれています。それは

もう洪水と言っていいでしょう。このような情報洪水の中にいると、たくさん知っているのに、何をどうし

たら良いかわからなくなってしまいます。それは原理を知らないからで、
シヨウマッセツ

枝葉末節に左右されているからで

す。「根本
コンポン

」という言葉があります。それは文字通り木の根本
ネ モ ト

のことです。
エダハ

枝葉は無数にあるが、根もとは

一つしかない。その根もとを押さえないと、いくら枝葉を知ってもムダだということになります。いくら枝

葉が繁っていても根の弱い木はうまく成長しません。根さえしっかりしていれば、樹は切っても芽は出てき

ます。「花を支える枝、枝を支える幹、幹を支える根、根は見えねんだなぁ。」（相田みつを） 

つまり、基本、基礎、根本、本気、本物、本音、原点、原理、
ガンポン

元本…これが何よりも一番大事なのです。 

 How toもの、テクニックもの、枝葉もの…これはいくら揃えてもダメです。化粧をいくらしても見抜かれ

ます。基本・原理さえしっかり押えれば、あとの応用問題は解決できます。応用は無限にありますから、無

限にマスターしようとしてもムダなことです。基本はそんなにたくさんないのです。 

 端的に言って、では人間の根はどうすれば力強い根に育てられるのだろうか。凡人には言うは易くなかな
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かわからないが釈迦の教えでは①布施（与える）②持戒（自ら戒
イマシ

めるものを持つ）③忍辱
ニンニク

（苦難やいやな

ことを耐え忍ぶ）④精進（仕事に一所懸命打ち込む）⑤禅定
ゼンジョウ

（心を集中して、真理を考える）⑥知
チ

慧
エ

（物

事の価値をよくわきまえて処理する）この（六波羅蜜
ロ ク ハ ラ ミ ツ

）の６の修養に努めていると根が育つと説いている。

私はその中でも忍辱が一番大切だと思っている。人生の艱難
カンナン

辛苦
シ ン ク

を耐え忍ぶ。植物が厳しい風雪や干天にさ

らされるほど強く根を張るように、人間の根も修羅場を越えてこそ強く養われることになるのである。人は

修羅場を経験しないと成長できない。「疾風
シップウ

に勁
ケイ

草
ソウ

を知る」強い風が吹くと、弱い草と強い草がすぐわかる。

困難の時に人物がわかる。基本を学びなさい。裾野が広がれば山は高くなる。人並みの人間が、人並みのこ

としかしなかったら、人並み以上になることはない。 

 抽象論に入り込むとわかりにくいので、例え話に戻します。接客の話をします。私は日頃から、「相手を

訪問して部屋を出る時は、後ろ姿に気を付けるよう。」「お客様が応接室で話が終わって帰られるときは、必

ず玄関までお送りするように、できればエレベーターや自動車のドアが閉まるところまで応対し、姿が見え

なくなるまでお見送りするように。」とアドバイスしています。人間、面と向かっている間は、相手を意識

して礼儀をわきまえるものですが、話が済んで帰るとなると、その成否にかかわらず気がゆるんで、つまり

相手の目や心を意識しないで、「やれやれ、やっと終わった。自分はなんでこんなに頭を下げなければなら

ないのか、お上手を言わなければならないのか、お得意様だから、仕事だから…。」と、ついホンネの姿が

出てしまうことがあります。ところが相手はよく見ています。最後まで心を配り、最後まで礼儀正しいと、

やはり仕事も誠意を持って最後までやってくれると安心を与えるし、信頼されます。ビジネスは挨拶に始ま

り挨拶に終わる。特に余韻が大事なのだ。お見送りの際、エレベーターの扉がちゃんと閉じるまで、足を動

かしてはならない。かけた電話を先に切るな！私達の言動、形というものは、正に私達の心が外にあらわれ

るものなのです。心と形は一致するのが定理なのです。 

 また、こんな話もよくします。今は何でも電話やメールで気軽に済ませてしまう時代になってしまった。

それだけに電話の話し方やメールに慣れてしまってぞんざいになりがちです。電話やメールの相手は、実際

は姿は見えないが、実は手に取るように相手の行動と心の動きが読み取れます。「ありがとうございます。」

と言っても深々とお辞儀をして心を込めて感謝の意を表す姿、口先だけでふんぞり返っている姿、その差は

はっきりとわかります。受話器はお客様より先にこちらが置いてはならない。相手が見えないが故に、実は

対面している時よりも心してかからなければならないのです。 

 こんな基本の例は、私達の周りでいくらでも見かけます。街の中でよく見かける親子の姿で、親が子供に

何か言いつけると、「それをやれば何か買ってくれるか？」と言ってダダをこねている。子供のしぐさに私

達は笑っているが、大人の社会でもよくあることで、「それをやって、我々に何か得することがあるのです

か？」と言う人がいる。このように子供と等しい次元の低い自分本位の利己的な権利だけ叫んで義務のある

ことを知らない人、つまり基本の知らない人は何をやってもうまくいきません。行く末はみじめなものです。

精神（心）を伴わないモノ・（知識）は不幸を生み出すことになるのです。「
ボンジ

凡事を徹底せよ。」平凡なこと、

当たり前のこと、誰でもできることを徹底することが基本です。人は案外、当たり前のことが当たり前に出

来ないものです。世に達人と呼ばれる人は、誰でもできるはずの当たり前のことを、自然体で行っている人

なのです。では何故にできないのか。それは、人間には先ず損得があり、名誉心があったり、高慢心があっ

たり、いい格好をしたり、自分を実力以上に見てもらいたいミエがあったり…。そういうものがある限り当

たり前のことが当たり前に出来ないのです。結局人の価値は他が認めてくれて初めて価値があり、ナンボの

モンですから。自分よがりは醜い限りです。 
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  私達は自分一人で生きているのではないのです。自分一人では生きられないのです。たくさんの人にお世

話になっているのです。まして企業は社会の公器です。社会的な責任を果たさなければなりません。社会的

な責任とは、自分に対しても、家族に対しても、お客様に対しても、社会に対してもということです。その

ためには、自ら汗を流すこと、他人の意見は素直に耳を傾けること、ウソをつかないこと、有言実行、実力

相応の生活をすること、プラス思考のこと、よく勉強すること、信念と努力をすること･･･。 

会社では経営理念の明確化→企業目標の確立→目標の全社的周知徹底・浸透→全社員の共鳴・感動→組織

の活性化→自主的協力体制の整備→企業の持つ可能性をフルに引き出す。以上のようなサイクルを上方向に

向かって形成していくことが大切であります。そして、私達はこのかけがえのない地球上で、会社で、家族

で同じ舟に乗って（We are on the same boat）いるのであり、『
ナニナニ

…と共』の共生の精神がなければなりま

せん。 

常に基本を固め、自らの活性化を図り、かつ、常に柔軟な姿勢で意識改革をしていくことが大切です。 

 

 ゴルフでも、囲碁でも、将棋でも、基本や
ジョウセキ

定石を知らなければ、土台のない家を建てるようなものです。

そのために原理としての知識を体得しましょう。知識のための知識や教育のための知識ではなく、「原理」

としての知識です。行動の基準としての知識です。原理としての知識は力であり、その上に経験・体験を積

み重ね、この二者（原理・知識と経験・実際）が相互補完的な関係を持つことによって、能力と実践力をま

すます向上させて行こうと言っているのです。両者のどちらを選ぶかという選択は意味を持ちません。単な

る知識の操作や、単なる経験の積み重ねを金科玉条のごとく、トクトクと言う人がいますが、説得力はあり

ません。 

 なぜ、この様なことをくどくど述べるかと言えば、商品とか技術は競争手段として当然必要条件でありま

すが、それだけで十分条件とは言えないのです。我々の本業であるソフト開発もよくよく周りを見回してみ

ると他社とそうたいして変わりないことをお互いやっているのです。そこで他と差別化するには経営理念の

戦略化による差別化が非常に大切な要素となるのです。経営理念・人生哲学の価値観を共有し、共通の意識

を持って実践すると、問題が問題でなくなるし、自分も他者もお互い自己実現ができます。効率的です。成

功への近道です。 

 例えばこんな話はどうでしょう。子供が親の言いつけで、Bスーパーで豆腐を買い、手にさげて帰る途中、

A スーパーの前で転んで豆腐をダメにしてしまった。A スーパーの店員はその子供に新しい豆腐を持たせて

帰らせました。子供が買った豆腐は Aスーパーの店で買ったものではないのです。この行為を子供の親はど

う感じるでしょうか。この行為は大変な行為（仕事）をしたことになります。たいていは売上増のために広

告、チラシを配ったり、客の呼び込みをしたりの手段を使うのが普通です。注目すべきは誰の指示もなく、

A スーパーの社員が瞬時に永遠の売上増を実践化できたことです。このスーパーは一人ひとり皆が経営者の

域に達している証拠を示しています。このようなことが自然体で組織の末端まで浸透した理念は全社的共有

財産なのです。我社はお客様本位、お客様に喜びと満足を与える会社であり、職場は真剣で崇高な働き場で

あり、仕事を通して人間をつくる場であり、一人ひとりは JAST グループの代表であると説いているのは、

このような見識が結局は長い目で見ると成功につながること
ヒツジョウ

必定であると説いているのです。 
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三．  急ぐべからず 

 

この言葉は読んで字の如く、仕事は急がずゆっくりとしましょうなどと誤解してもらっては全く困るので

す。仕事の第一のサービスは何と言っても「早く」であります。どんなに口でお上手を言っても早く実行し

なければ誠意ある行動とは決して認められません。報告でも連絡でも遅すぎて大問題となりますが、早すぎ

るということはありません。早くやるということは何よりも誠意なのです。連絡でも相談でも、仕事でも納

品でも今の 2倍のスピードを上げてみよ。多分ムチャを言う、できっこないと思っているでしょう。人はで

きない条件は一生懸命考えるものです。そのエネルギーをできる方向に投入して欲しい。もし 2倍のスピー

ドを上げることができると、どんな不況でも仕事はついてくる。人は認める。尊敬してくれることは間違い

ない。経営は早さとの戦いである。早さは企業体質がそのまま映し出されるものである。早さを追求するに

は価値判断の共有が大切で、それによって誰でも同じ判断ができ、スピードが加速する。 

 早くやるコツはすぐやることです。イヤがらずにやりたくないことこそ、毎日何かしら片付ける癖をつけ

ることです。そうすれば苦痛を感じることなく仕事をこなせます。早く片付けると第一疲れないし、リズム

に乗ります。他から見ても美しいものです。一番忙しい人間は一番たくさんの時間を持っているといいます。 

ですから、物事は忙しい人に頼めともいいます。目の前のものを全力投球でこなす姿勢が人を大きくします。

人生の成功は時を支配することです。人生は自分との闘いです。我々は知恵と時間を金にする商売であるこ

とを肝に命ずること。ですから仕事のスピードを上げよ、自分がやらなければ誰がやる！の気魄で取り組め

と言いたい。 

 職場での人間成長には３段階あるといわれている。先ず第 1段階は仕事の基本やルールを確実に身につけ

る段階です。次にその基本の上に自分なりの新しいものを加味して、積極的に取り組み、実力をつける段階

です。第３段階は、絶えず創造力やアイデアを働かせて業績を上げていく段階です。 

ところで、昔と異なり急速なスピードで変化する現代に、10 年も 20 年もたってからやっと想像力やアイ

デアが発揮できるようでは間に合いません。いや大体において発揮できる人は早くからその片鱗が表れるも

ので、10 年も 20 年もたってからやっと実力が発揮できるのは稀れと言ってもいいでしょう。今や、大器晩

成は死語に近い。ですから若い時から、この３段階を同時並行していくぐらいの気持ちで取り組まなければ

なりません。勤続年数や職歴・学歴だけでは通用しない時代ですので、常に高い見識と気魄を持って取り組

む人が真の人生のプロ、仕事のプロの域に到達することができるのだということをここに再確認してくださ

い。「３年先の稽古をする。５年、10年先を考えて辛抱すること」大横綱、大鵬 

参考 

  日本サッカー協会の選手登録制度によると、選手をアマチュア、ノンアマ、プロの３つに区分しています。

それをビジネスマンにあてはめてみると、 

・アマチュア …… 原則として新入社員、またはほとんど戦力になっていない旧社員。 

・ノンアマ  …… アマチュアの域は脱したものの、プロというには力不足、プロに飛躍する一過程だが、

人によっては永久にこの二軍のランクにとどまるかも。 

・(疑似プロ) …… 立派なことを口にし、プロと見間違えやすいが、実質的な仕事はあまりしていない。 

酒に酔うと安手の人生論、根性論、技術論をぶつ。 
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・プロ    …… 給与以上の働きをしている者、使命感に燃え、向上心に富んでいる。活躍の裏にある 

苦労、努力は人に見せない。 

プロとアマの違い 

プロ アマ 

① 少しでも高いところに目標を自ら課して挑戦する。 ① ほどほどの目標で満足。 

② 必ず結果を出す。言い訳は言わない。 ② できない条件を先にあげる。 

③ 努力は必ず報われる。努力はウソをつかないという

信念を持っている。運・不運に過剰反応しない。 

③ 
運・不運のせいにする。 

④ 時間、金、努力で技量を磨くために出し惜しみしな

い。とことん自分を痛めつけ、まだ足りないと思う。 

④ 出し惜しみ、妥協をして、リターンを

最大限期待する。 

⑤ 自分の仕事に命をかけている。 ⑤ 損・得を先ず考える。 

⑥ 「天才は生まれつきです。もうなれません。努力で

天才に勝ちます。」（稀勢の里） 

⑥ 自分ではなく、外部環境のせいにして

言い訳をする。 

  

自分が成功しないのは、才能がないからだという人がいる。私の体験では、成功は努力が７割、運２割、 

才能１割だと思います。 

 

さて、我社の「急ぐべからず」の真意は、人生や企業経営を大局的見地から見て、ゆっくり、大きく、正

しく、大地に足を踏みしめて、一歩一歩、歩を進めて行こうということです。樫の大木も最初はドングリ。

“器以上に水は入らない”と同じく、自分の実力以上のことはできない、実力以上のことをしようとすると

見栄を張ったり、無理をしたり、あせったり、あわてたりで必ず失敗することになる。急がば回れ、兎と亀

の例えの通り、成功にいたる近道なんてないんだ、成功にトリックはないんだということを肝に銘じ、横見

をすることなく正々堂々の姿勢で、まっすぐ進んで行こうということです。「行不由径」（行くに径
コミチ

に由
ヨ

ら

ず）。手軽に近道を通ろうとするな、本気で手がけるなら大道を歩めの意味。 

  「急ぐべからず」の最たるものは「負けるが勝ち」に至る。「負けを知る」ことです。失敗から学ぶ。誰

しも人生において連戦連勝は望むところです。しかし、そううまく行かないこともある。要はその後で「負

け」をどう認識するかにある。連勝はともすれば勝者の心をおごらせ、心に甘えやたるみを芽生えさせる。 

「失敗の裏に驕
オゴ

りあり、成功の裏に恩人あり」 

 我社は創業以来、連戦連勝で来ました。しかし「負け」た時もあった。特に赤字決算は会社の最大のメッ

セージである。負けに言い訳はない。要はこの「負け」をいかに「勝ち」に持って行くかだ。ピンチはチャ

ンスだ。さらに強靭な会社にするための天の声として受け止め、よく心してかからなければならない。「負

け」の体験者は深く潜行して次に備えれば、次の「勝ち」は約束される。 

 負けるということは、その当座は大変なショックだ。しかし負けたことにいつまでもこだわっていては負

け癖がついてしまいズルズルと行ってしまう。負けは長い人生の中で一つの「節」を作ることになる。積雪

にもめげずじっと我慢している竹は、やがて陽光が輝く時、竹は雪を
カンゼン

敢然とはね返し、青空に
キゼン

毅然と立ち上

がる。節があるからこそ竹の強さがある。 

恩寵
オンチョウ

的試練（困難な状況を神の恵みとして与え、信念の強さを試す）（修羅場は臨むところ） 

 

 人生もまたしかり、「負け」を体験するごとに人間は強くなる。好んで負けることはないが、全力を尽く

して負けた時はマイナスをプラスにする発想で人生を生き抜く気構えが必要である。ピンチを体験すること

により強靭な精神力が培われ、同時にそのような苦しみに
シンギン

呻吟する人々への共感の情が生まれ、初めて人生
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の機微を理解できる人間になれる。 

「企業は人なり」の言葉の通り、正に企業は人によって支えられている。人の創意と工夫と努力によって発

展していくのです。従って、
キ

企から人を取ると
シ

止しか残らない、
シギョウ

止業になってしまうのです。メカニズムが

どんなにうまくつくられていても、人の働きが悪ければ企業の運営はうまくいかない。教訓として「一年の

計は
コク

穀を植えると一番よい」「十年の計は木を植えることが一番よい」「百年の計は人を植えることが一番

よい」と言われている。従って目先や一時的にとらわれるのではなく、永続的発展を目指すには何といって

も人を育てることが何より成功への大道
ダイドウ

であることは間違いありません。人を育てるには時間がかかります。

促成栽培では人は大きく育ちません。ジックリ、シッカリ、一つ一つしかないのです。 

 会社は急成長してはいけない、年輪のように一歩ずつ、確実に成長することが大切という独自の経営観を

持っている。 

  

 皆さんは、朝
チョウ

・夕
ユウ

礼
レイ

で毎日同じことを唱和してウサンクサイと思っている人もいるかも知れません。し

かし、人間は弱いものです。人間は忘れる動物です。人間はなかなか自己改革できないものです。そこで先

ず仕掛けづくりから入って、こうした形を毎日地道に実践していくことが理念を体質化する早道になるので

す。理屈や頭の中だけでは何の意味もないのです。実践・具現して初めて意味を持ってくるのです。 

結局、私たちの人生は、自分が何をやってきたかによって決まり、やっただけのことしか返ってこないのが

真実なのです。 

 

四．  誠意は道を拓く、誠実本位で得た信用は最大の財産 

 

 恥ずかしながらといいますか、あるいは誇りながらといいますか、JASTの誕生時には全く何もなかったの

です。お金もない、人もいない、場所もない、お客さんもない、銀行の信用もない、何もない。ないない尽

くしでスタートしたのです。 

 だけど、精神的なものは燃えるものがありました。ヨオーシ、今にこうなるぞと。決してギブアップはし

なかった。どんなことがあってもギブアップだけはしたことがないんです。我が社でギブアップした仕事は

一つもありません。だから精神的には非常に豊かな燃えたぎるものを持っていました。だけど物質的には何

もなかった。自慢じゃないけれど。 

 だけど、世の中っていうのは、捨てる神もあるかもしれませんが、拾う神も沢山あります。こちらが誠意

を持って
アイタイ

相対していたら、相手は必ず誠意を持って相対してくれます。何か世の中に流れている真理みたい

なものなんです。それでお客さんが来てくれる。我々はもちろん、みじんの曇りもなく、本当に誠意を持っ

てお客さんに当たるのです。そうすると、昨日まで全然聞いたこともなかったお客さんから仕事をいただい

たり、あるいは優しい言葉をかけられたり、そういうことが何回もあります。だから、誠意さえ持って当た

れば動かないものはないという信念があります。誠意に優るもの無し。 

 能力はお金で買えます。コンピュータでもお金さえ出せば買えます。だけども信用はお金では買えません。 

 前にも言いました。一年単位で考える場合は穀物を植えなさいと。稲でも麦でも、植えたら一年で収穫出

来るわけです。物事を一年単位で考える場合はズバリ穀物を植えなさいと。それを十年単位で考える場合は

木を植えなさいと。杉でも桧でも、植えて三十年四十年経ったら、成木
セイボク

になって柱が出来るわけです。十年

単位でものを考える場合には、木を植えなさいということです。百年単位でものを考える場合には、あるい



 

 

経営理念                                       

 

22 

Copyright (C) 2019 Japan System Techniques Co., Ltd. All Rights Reserved. 

は永久といってもいいかもしれません。これは、「人を植えなさい」というんです。 

 我が社は穀物を植えているわけでもなく、木を植えているわけでもありません。人を植えているんです。

人を作ろうとしているわけなんです。これは永遠の計画かもしれません。 

 今までいろんな会社が倒産しています。設備投資をし過ぎたとか、あるいは放漫経営であったとか、時流

に乗り遅れたとか、ずさん経営であったとか。それでダメになった会社がたくさんあります。だけど、人材

教育・人材投資、人を育成するということにお金と時間を掛けて倒産した会社はまずないです。私は聞いた

ことがありません。我が社もまさにそうです。人には時間もお金もかけます。講習会もいろいろありますけ

れども、それは理想と信念に基づいて行動しているんです。経営における究極の資源は人材であるという理

想と信念に基づいて。 

 

五．  清潔、整頓、堅実を旨とする 

 

 これは何も、表面だけの、自分の机の中を整理するとか整頓するとかいうことだけではなくて、心のあり

方・人のあり方・考え方・行動・作業の仕方等、人との接し方、かくあるべしの全てを含んで言っています。 

 自分に後ろめたいものがありますと、前へ進めません。堅実に自信を持って前へ進むためには、身辺の整

理を常にしておかないとダメなんです。 

 机一つにしましても、うちは非常にやかましく言うわけです。整理しなさい、きちんとしなさいと。結局

きちんとしていると気持ちがいいし、仕事の段取りもいい、効率もあがる。これは机の上だけではないので

す。例えば時間を守らない人には、非常に厳しいです。少なくとも約束の最低 15 分前までにはその場所に

いること。お客さんと約束して遅れてくるなんて言語道断です。 

 人から信用されたいとよく言うでしょう。簡単なことなんです。お金を使って信用が買えるわけじゃない

のです。あいつは時間を絶対守るということだけでも、これはもう絶対の信用が出来ます。例えば、うちが

いろんな仕事を請け負う。JAST グループは納期は絶対に守る、これだけでも百パーセントやったら JAST グ

ループの信用は絶対のものになるわけです。約束した時間を絶対守ること、納期通りに納めるということだ

けでも素晴らしい信用が出来ます。清潔・整頓・堅実とはそういうことです。そういうことが出来るという

ことは、ちゃんとした心構えを持っているわけです。 

 「美しい形は、美しい心から。」という言葉があります。我々の態度・行動・言葉は全部心にあることが

出ているんです。心に思ってないことは、行動だとか言葉に出ません。だから、形ばかりを取り繕う人がお

りますけれども、それはもう本末転倒です。まずその心がけ・心構えをきちっとすること。そうすれば自ず

と美しい形が出来るんです。 

 普通の人は逆なんです。形だけに捕らわれて。そうじゃなくて、心を、基本を美しくすれば形は自然に美

しく出るんです。 

 私の最初にお世話になった社長さんが、工場視察の際、事務所にはほとんど立ち寄らないんです。必ず工

場に行くんです。現場です、要するに。現場が整理整頓できてないときつく怒ります。工場をみたらその会

社が判ると言います。品質管理の基本中の基本は、見えるところだけでなく、見えないところにも心配りが

できるようになると、これは本物です。 

例えば掃除の話をします。 
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JASTグループには先生はいない。基本は自修自得である。万物全てが師である。 

その気になれば石ころからでも、雑草からでも学ぶことはある。何からでも学びとる人間でなければリーダ

ーにはなれない。指導者たる人間になる為には人がばかにする・嫌がる掃除をしっかり考えて、その意義を

自分のものにして毎日丁寧にやることです。 
ショウジン

小人は「掃除をすれば売上が上がりますか。」という人がある。違うんだなぁ。会社の奥深いところに病巣
ビョウソウ

が潜んでいるんです。例えば、遅刻、直行直帰、交際費、報・連・相の不徹底…。企業経営がそんなに簡単

なことなら誰も苦労はしない。そんな短絡的な安直なものでない。掃除をする意味は多くの人が軽んじ、雑

事として顧みないようなほんの小さなことを大切にすることによって、物事の本質に迫ることができるとい

うことです。掃除をする形だけが大切なのではなく、問題は中味なのです。掃除は外科手術のように一瞬の

うちに
ビョウソウ

病巣を取り除く性質のものではなく、長い食事療法、日常の暮らし方、精神の持ち方を含めて人間

の根本から直していく東洋医学のようなものです。「病は気から」心の不摂生が病をもたらすのです。 

前述した陽明学の代表的な教えが「心即理」と「知行合一」です。心＝理知＝行と結ばれる。つまり心の

あり方がそのまま思考となり、行動に表れるのだ。思考と行動が違うと言行不一致となり信用を失う。その

すべての起点となるのが「心のあり方」だ。自分の真の心のあり方を邪魔するのが「欲望」と「頭の作用」

だ。自らが心で欲していなくても欲望に流される。また「頭の作用」が自分の心を頭で誘導し「良い大学に

入り、良い会社に入ることが幸せだ」と頭から信じていると、本当の幸せを見失うことになる。 

 

 掃除を始めれば人間が変わる 

① 皆が嫌がる掃除を経営者が率先垂範することによって、経営者の事業に対するなみなみならぬ熱意・ 

  決意が皆に伝わる。経営者への信頼が直接的に伝わる。 

② 掃除は意思さえあれば誰でもやり遂げることができる仕事である。掃除の結果は目に見えるし、達成 

感・充実感を味わえる。 

③ 誰がどの程度の掃除結果を出したかすぐわかるので、職場の人となりがわかり、真剣に掃除に取り組 

むことになる。 

④ 全社員が掃除をすることによって全員の連帯感、同志意識が生まれる。いやなことでもやっているう 

ちに楽しさを感じるようになる。この感じを体得・理解できるようになる。 

掃除を始めれば人間が変わる。精神が変わる。顔相も日頃の行いも変わる。人間が変われば必ず会社も変わ

る。 

 会社を元気よくするためには経営理念・方針を定め、組織を変革し、様々なことを試みる。しかし、そこ

で忘れてならないことは、企業は人で成り立っていることである。人を 甦
ヨミガエ

らせない限り企業は甦らない。

掃除は人を変える。掃除をすることでどんな雑事でも大切にし、細かいところまで目配りできる人が育つ。

掃除が人を磨き会社の基礎を固めるわけだ。ないないづくしでスタートした会社が成長できた理由の一つは

掃除のおかげです。 

 

六．  人生の目的は品性の完成することにある 

 

 これは非常に高遠な言葉です。 
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 皆さんは最終的には人生に何を求めていますか。普通の言葉でいうと「幸せ」ではないでしょうか。「幸

福」ではないでしょうか。その幸福を得るために皆さんは日夜努力し、悩んだりしているんじゃないですか。 

ところがなかなか、ほとんどの人がその幸福というものを手に入れてないんです。青い鳥が近くにいるんだ

けれども捕まえられないんです。それは何故なんでしょう。 

「人生の目的は品性の完成することにある」の、品性というのは人柄とか人望とか人格とか品格というこ

となんですが、完成とまではいかなくても、完成に近い所までもっていきますと、自ずと幸せは向うから飛

び込んできます、ということなんです。結局、「青い鳥はどこかにいるのではなく、自分で育てるものだ」

と気づく。 

誰でも好き好んで苦労などしたくない。「世の中は利口に要領よく生きていけばよい」（器用貧乏）と考

えている人がほとんどであろう。しかし、この世の中に偶然の成功は絶対にない、社会はそう不公平ではな

い。頑張った人のみが報われるようになっている。「力
リキ

耕
コウ

吾を欺
アザム

かず」（陶淵明
トウエンメイ

）で一所懸命耕した田畑

は、決して自分を裏切らないということです。人は決して知識や策だけでは幸せにはなれないのも事実。人

は苦労している過程で必ず得るものを得ている。徳を積んでいる。徳が備われば物事は万事うまく行く。こ

の流れは誰も変えることはできない。徳をつむ上で最も大事なことは心の持ち方、気の持ちようでいくらで

も幸運を招くことができる。そのポイントは３つある。 

１つは物事をプラス発想すること。できるだけ「私はついているなあ」と良い方に想像できるように努力

する。２つ目は素直に現状を認めること。自分の過去の経験や知識だけに頼って物事を判断するのではなく、

ありのままを受け入れ他人の意見に耳を傾けることである。３つ目は勉強好きであるということ。生きてい

く上で必要なことをとことん知ろうとすること。世の中はいくらでも教師役がいる。人間は本から学ぶか、

自分より優れた人から学ぶか、勉強の方法は２つしかない。その先生役に学びながら問題意識を持ち、途中

で疑問を投げ出さず一つ一つ解決していく。そのことが人のために役立つことになる。これらのポイントを

常に心掛けていれば徳は必ず積むことができるし、「ツキ」は必ず回ってくる。 

 

私が経営活動で行きついたのはこの人間性です。その人の人柄、人格、人徳、品性、人間力です。結局、

企業経営というのは人・モノ・金・情報を動かしていくものなんですが、一番大事なのは人を動かすことで、

人を動かす最大のものが人間性なのです。ビジネスの世界では国境を越え、歴史を越え、民族を越えて通じ

合うのは人柄なんです。人徳なんです。どんなに上手に英語を使い分けても、たとえ百万言を
ロウ

弄しても、徳

の薄い人間の言うことはまるで通じないのです。正に企業は人なり、人は品性なりに行き着くのです。 

では徳とは何かと言うことになるのですが、それは沢山の言い方・行い方があります。前にも言いました

がまず、①心づかいから入ります。「心のあり方は現象界にそのまま現れる」ことは
ヒツジョウ

必定です。 

開運の方程式＝心づかい → 行ない → 習慣 → 習性 → 人柄 → 信頼 → 説得力 → 開運 

これは少しでも実践しようと努力する人にのみ備わってくる。習慣・ルーティーン（決めごと）にしてしま

うのが一番楽な方法です。この流れは第二の天性である。 

次に②仕事の面から見ると、何のために苦労しながら仕事をしているのか。「生活のため」とか「利益を

上げるため」というのでははなはだ低い次元と言わざるを得ない。仕事を通じて人様のお役に立つ、何らか

の形で社会に貢献するといった視点がなければ、いやしくも徳の話に至らない。では徳がなければどうなる

のか、舵なき舟、何のための人生だったのか、漂うだけの人生、その人の個性に合った事件が起こるだけの

悔やみが残る人生になってしまうのである。「運命は性格の中にある」芥川龍之介 
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皆さんはリーダーになる人であります。事業を発展させる基になるのはリーダーの持っている徳なのです。

行為の面から見ると、わかり易く以下になるかと思います。 

① 仁 … 思いやり、相手の立場・気持ちになって考える。心の温かさ。 

② 義 … 人間として踏まなければならない正しい道。正義の徹底、そのためには犠牲もいとわ 

ぬ。 

③ 礼 … でしゃばらない。謙虚心。鼻にかけて人を見下さない。 

④ 智 … 深い読みのできる判断力。 

⑤ 信 … 自分にウソをつかない。約束を守る。他人への誠意。 

⑥ 勇 … 決断力。何も為さねば
オロ

愚か。 

⑦ 寛 … 寛容。目くじらを立てて人をとがめない。 

 

以上から徳を積むことを一言でいうと「こちらから他人のために何かをしてあげること」つまり、自ら犠牲

を払うことをいとわないことになる。あらゆる人間関係は細かい義理人情、感謝が無いとうまくいかない。 

 これは、我が社の理念の中では最高の地位にある言葉なんです。つまり相手を幸せにする、相手に幸せに

なって欲しい、幸福になって欲しいと願う心が自分に返ってくるんです。ところが人間というのは、悲しい

かなどうしても変なプライドとか、
ゴウマンシン

傲慢心とか、見栄とか、損得が先に持ち上がってくるんです。この煩悩

が人間を苦しめる元凶
ゲンキョウ

なのです。人間ですから煩悩を取り去ることはできないが努力して抑えることはで

きるし、その努力のレベルで幸福のレベルも決まるのです。 

欧米の狩猟民族、特にアメリカは能力主義ですから、能力の優れた人が上なんです、上下関係からいいま

すと。広く才能を発掘して文化、文明を活性化するには、機会均等・フェアー精神、自己主張が有効である。

その成果がアメリカの繁栄だった。いわば毒のある美しい花。しかしそれが過度の自己肯定になり、国内だ

けならいいが、外にまで押しつけて尊大となると許されない。それに比べ農耕民族はまず周囲との調和を考

えて行動する。日本は「能ある鷹は爪を隠す」といいますが、本当によく考え、よく出来た人は、爪を出さ

ないんです。偉ぶらないんです。そして、なんとなく温かい、人を惹
ヒ

き付ける魅力があって、そして、あの

人と話をしていると、あの人と付き合ってると、何か勇気が涌いてくる、明るくなる、楽しくなる、そうい

うふうな人柄が大切なのです。そちらの方が日本では優位になるわけです。これが「日本の文化」なのです。 

これは、農耕民族と狩猟民族との違いなんですが。日本は農耕民族ですから、地位だとか、金力だとか、権

力だとかは、人柄・徳性に劣るんです。あくまでも、才能よりも人徳というか、人柄というか、品性、そう

いったものの方を上位のクラスに置く、これは、世界に共通する考え方だと私は思っております。 

 人格は一生通用する唯一の宝だ。そして、人格者との付き合いは万巻の書にまさる。 

 ｙ＝ｘ（ａ＋ｂ＋ｃ＋……）、ｘが最重要。 

 

七．  感謝報恩の平常心を持つこと 

 

おかげさま 

 私たちは人に便りを書く時、人に出会った時、お客様との挨拶等々に「おかげ様で元気にしております」

「おかげ様で何とかやっています」と、よく「おかげさまで…」を使います。この「おかげさま」は何のお
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かげなのか考えたことがありますか。これは隠れて見えない「蔭」。神仏の助け、物事の恩恵、人からの力

添えなどに敬意をはらうことを「御蔭様」と言って感謝の心を表わすのです。直接何かをしてくれたわけで

もない相手に感謝する。素晴らしい文化です。 

自分がこの世に存在できるのは祖先、家族、仲間、お客様、先人、社会、国、世界、自然の存在があって

のことです。私が今あるのは自分だけの力じゃない、沢山の力に支えられていることを常に感謝することで

す。 

例えば、私達は食前に「いただきます」と言います。これは、私達は生命を維持するために多くの動物、

植物を犠牲にしているので、「あなたの命をいただきます」という意味なのです。また、太陽や水や空気な

ど大自然の恵みがなければ一瞬たりとも生きていけません。この大自然はいかに科学が発達した現代におい

ても人間の力では何一つどうすることもできません。だから日本人の自然観は大自然を人よりも上位の存在

に置いています。古来、日本人は大自然に「神」の姿を見てきた。さらに、日進月歩の科学の発達も多くの

恩恵をもたらしています。 

人間は決して一人では生きられないのです。多くの犠牲や恩恵のおかげで生かされているのです。「おか

げさま」と言うのはそれらのあらゆるものの
・
お

・
か

・
げで生かされていることを言っているのです。「ありがた

いことです」という感謝の心を表した言葉なのです。 

 

祖先のおかげ 

私達は親、祖先があって今あるのであり、自分が今日生きていることというのは、先ず生んだ人があり、

育ててくれた人があるということです。もし落ちこんだ時に自分は不幸だと思うなら、あなたが存在しない

世の中を想像してみるとよい。自分の存在、生きていること、生んでくれたことは無条件の感謝につながり

ます。人生はスバラシイものなのです。 

うちの母親はウルサくて…とか、うちの
オヤジ

父親はコワクて…とよく言いますが、人生にウルサイ、コワイ人

（先輩、後輩、同僚、先人、教訓、ことば）を持っていることは感謝すべきことです。進路（道標）を示し

てくれたり、激励や慰め、叱り、ブレーキ役の存在はありがたい存在です。 

私たちを生み育ててくれた祖先に対し霊を祭り、親に対し安心を与えることは繁栄の基であります。 

 

仲間のおかげ 

「名選手必ずしも名監督（リーダー）ならず」という言葉があります。名選手・名工は必ずその裏で向上

心に燃え、高い目標を掲げ、苦労を重ね、他人ではなく自己との戦いに勝ってはじめて名選手・名工になっ

たのであります。そこまでは良いのですが、同じレベルを他の人に求めます。できなければ見下すことにな

る。そこで人心を集められなくなる。野球の完全試合も、サッカーのゴールもたくさんの人の支え、献身が

あってはじめて出来ることです。その感謝の念を忘れては名リーダーにはなれません。 

仕事の完成、能率、成功をさせるためには職場仲間のチームワークがどうしても必要です。どんな仕事で

も自分一人ではできません。自分一人だけで優秀な成績を上げることもできません。名リーダーは一人一人

の能力を最大限に引き出し、目的を達成する人で、仲間も自分も共に生かす人です。 

 

お客様のおかげ 

  会社というものは、創業時代から大変な努力を積み重ねてお得意先を増やし、そのお蔭で現在の発展を成
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し遂げているのです。創業時代の苦労を知っている人は実感として理解できるでしょうが、最近の人は最初

からお客様が存在しているわけで、そのありがたさはさほどわからないでしょう。私達は常に心得ていなけ

ればならないことは、お得意先あっての自分であるということです。受取る給料にしてもお客様からいただ

いていると考えるべきです。それは、仕入れ、売上すべてがお客様であり、直接部門、間接部門でもお客様

への感謝の気持ちを忘れずに、お客様に喜んでもらったその量、その質がわが社の売上・利益であり、わが

社の喜びでもあるわけです。 

 

国のおかげ 

国の独立と平和がなければ私達の生活は保障されません。また、国家の秩序、統一がなければ家庭生活も

社会生活も安心して営めません。 

従って常に国の運命を気遣い、国民としての義務を果たし、それぞれの立場から産業、教育、文化などの

発展に寄与し、また国際的視野を持ち、国際的な活動に協力していくことが必要です。 

 

先人・先輩のおかげ 

今日私たちが享受している文明や文化は数限りない先人の苦労や努力の結果であり、それは人類共有財産

となって私たちの生活を精神的にも物質的にも根本から支えています。 

心の帰着点を教えてくれた人・教訓も同じく人類の財産です。つまり、国籍、民族、宗教、人種、性別を

超えて、私たちに人道を教えてくれた人・教訓です。従って先ずその人、教えに接して深く学び、人格・品

性を高めていくことです。そして自分だけでなく、他へ好影響を与えることによって相乗効果を産み出すべ

きです。 

 

大自然のおかげ 

先ず私たち人間はこの地球上に生まれ、大自然の営みの中で、自然環境の中で自然の影響を受けて、自然

の一員として生活をしています。従って自然の法則、摂理に反すると手痛いシッペ返しを受けるし、しまい

には生きていけなくなります。自然の恩恵に感謝し、尊重し、大切に扱うことは万物を
セイセイカイク

生成化育する自然

（神）（great something）のはたらきを助けることで、宇宙の一員としての義務を果たすことであり、非

常に大切なことです。 

  私達の生活はこれらの沢山の「おかげ」によって営まれているのであるから、その大恩を知り、感謝し報

恩に努めることは人間として当然の義務であると思わねばなりません。 

感謝を恩を、いろいろとお世話になった方にお返しするということは、人間としては当然のことなんです

が、なかなかできないものです。貰って当たり前、取って当たり前で、人生っていうのは、貰いっぱなし、

というのはマイナス決算なんです。マイナス決算では幸せになれないんです。だからプラス決算にして、貸

し越しの決算にしないと。心の面についても、人からしていただいた事には当然感謝して、お返しをすると

いう気持ちがないといけない、ということです。 

そういう心掛けを持っていますと、自分の心に対して、基準とか標準とかがありますと、常に反省したり、

振り返ったりということがでてきます。これではいけないと基準に対して差がありますと、その差を埋めよ

うと努力します。それが更に良い結果を生むことになるんです。 

人間は誰でも知らず知らずのうちにどこか見えないところで何らかの好意を受け、世話を受け、配慮と愛
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を受けています。人は数多くの恩恵を受けてはじめて生きていけるのです。そればかりではない、死んでか

らさえ、私たちは他人の世話によって埋葬されるのです。 

ところが、私達は何かを借りていると思うよりは、自分が何かを貸していると思いたがる
ゴウマン

傲慢さがある。

自分が生かされているという意識が持てたら、素直に感謝できる心を持つことができます。人に対するいた

わり、思いやりもすべてに感謝できれば自然に育まれてきます。 

そうすると、その累積によって円満な関係が維持発展し、その成員・集団の安心、幸福が実現するという

きわめて重大な意味をもってくることになります。 

つまるところ、恩恵を受けるだけでなく、自らが「最良の援助者」にならなけばならない。 

 

日本人の価値観 

  ①自然観･･･大自然を人よりも上位の存在とする。「人は大自然の恵みをいただいて生かされている。 

        大自然に「神」の姿を見てきた。」 

  ②生死観･･･自己のためのみに生きる人生は卑しく、他者のために生きる人生を美しいものとする。 

        傍
カタワ

らの人を楽にすること「はたらく」を生き甲斐と考える。 

  ③歴史観･･･国民は天皇を慕って国を支えてきた。共に信頼し、天皇に道徳の源泉を見てきた。 

 

平常心 

  これは私たち人間の感情をあからさまに丸出しにした心をいう、平気という意味ではありません。つまり、

大きな危機的状況や苦しみに遭遇しても、その判断や決断をするのに平常と同じように落ち着いた気持ちで

冷静に処理していける心、これが平常心なのです。人生のいつの場合においても平常心を持って判断すれば

必ず正しい決断ができるということです。 

  人間、カッカしている時には充分に相手の言おうとしている事を聞けないということです。例えば喧嘩を

します。喧嘩をしている時、落ち込んでいる時は平常心じゃないですから、そのときは自分が喧嘩に勝って

も相手は認めていません。なるほどなというふうには思っていません。常に平生の心がけで話した時にこそ、

相手に通じるのであって。例えばお酒がまわった時というのは素晴らしい事を言ってるんです。しかし平常

心ではないから相手に染み透るものがないんです。通過していくだけです。それじゃあいけないんです。常

に平常心を持って、やっていきましょうということです。 

 人間が出会うあらゆるケースに対して処すべき基本的考え方として「六中観
ロクチュウカン

」（
ヤスオカマサヒロ

安岡正篤）が私たちの

日々の行動規範を示しています。戦後の日本の復興・成長の過程で、陽明学の権威者・安岡正篤に、何らか

の形で入門することが一流の政治家・経営者となる道だと見られていた。薫陶の中味は「 士
サムライ

」の心である。

「武士」であることは卑怯
ヒキョウ

な言動、振る舞いはしない。ウソをついたり、騙
ダマ

しはしないという揺るがぬ価値

観、倫理観、責任感を持っていた。この故に、武士は常に如何に生くべきかというより、如何に死すべきか。

つまり、五十年の 徒
イタズラ

なる生活を犠牲にしても、尊い感激のある一瞬を欲した。人の為に身命をも捧げる、

この渾身の熱血を武士は欲した。これは巧利の世界、物資の世界から脱却し、道義の世界、精神の世界の転

生するものであり。それがかつての日本人の生き方だった。（SAMURAI Spirit）そして人間として真に価値

あることを大切にすることである。いかなる場合も絶望したり、精神的に空虚に陥らないように、そして将

来に向って人生を切り拓いていくべきだと教えています。 
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死中有活（死中活有り）死を観念するなかにほんとうの生があるということ。死を通じて活を知り、 

活のなかに死を見ること。時には死にものぐるいで取り組んでみなさい。 

苦中有楽（苦中楽有り）ほんとうの楽というものは苦のなかにあるということ。苦労がないところに 

楽しみはない。苦中の楽が真の楽というものだ。苦しみと楽しみは紙一重。 

忙中有閑（忙中閑有り）忙しいなかに閑があるということ。忙中につかんだ閑こそが本当の閑だ。 

忙しい人の方が沢山遊んでいるし、人生を楽しんでいる。 

壷
コ

中有天（壷中天有り）壷のなかに別天地があるということ。現実の世俗生活のなかにあってそれに 

限定されず、自らが創っている内面的世界を持つこと。 

意中有人（意中人有り）常に心のなかに人物をもつということ。私淑
シシュク

する偉人、要路に推薦し得る人 

材をもつこと。理想的な人物像を心の中に持っていること。 

腹中有書（腹中書有り）断片的知識ではなく自分の哲学・信念を腹の底にもつということ。本は必ず 

しも多くを読む必要はなく、良書を我がものにするよう勉強すること。 

 

例えば「細心にして大胆であれ」という言葉があります。相矛盾することを言っているようです。きめ細

かく、なおかつ荒っぽくやれっていう言葉です。実はこの言葉はそういう意味ではなくて、日頃はコツコツ

と、小さな事にも気を付けてやりなさい。だけどもそればっかりではいけませんよ、ある時は大胆にやりな

さいということなんです。分離した言葉のようなんですけど、本当はつながってるんです。きめ細かなこと

をやって、そのデータを持って、そして、ここ一番出なきゃいかんという時には、きめ細かなデータに基づ

く判断で大胆に押せ、ということです。もし分離していたらだめなんです。日頃何にもやってなくて、ある

時急に思い切ってやる、ということはいけないんです。それは平常心の内に入らないのです。 

 そこで、私たちがいつも平常心でいるためには、毎日の生活の中で平常心を保つ訓練・努力をつづけてい

なければ、いざという時に「平常心」が発揮できないのも事実です。普段どんなことをしているかによって、

発揮できる自分の力量が違ってくることになるのです。 

 

生き方 
 最後に、わがＪＡＳＴグループは内外の心ある人達から高い評価を得ていることは間違いありません。し

かし、まだまだ至らぬ点、欠けている所、不満足も多々あるし、指摘されていることも事実です。特にわが

社が持つやさしさ、ていねいさ、誠実さ … が弱々しく、気魄に欠け、頼りなく誤解されることです。提案

型、問題解決型、モノ申すことを客先が求めている時代にあって至極最もなことです。われわれは格調高い

志を持って事を進めているのであるから、経営理念の真髄を体得し、自信を持って正正堂堂と事に臨んで欲

しい。「正しき者は強くあれ」 

わが社、私を本当によく知らない人は、正に弱々しく頼りなく見えるようです。しかし、わが社、私を本

当によく知る人は、コワサ、
イケイ

畏敬の念を持っているのも事実です。 

「自信とうぬぼれは紙一重」、「謙虚と
イフ

畏怖は紙一重」とはよく言ったもので、私はあやしげなものとは

距離をおいてつき合いたいし、本モノのわかる人とこそつき合っていきたい。私は真の人格者は「まっすぐ

歩み、義を行ない、心の真実を語る」（旧約聖書）ことだと思っている。したがって、本当の勇気は信念か

ら出ており、常にやさしさと共に共存しているものと思っている。だから、卑劣な行動は断じて許さない。 

そこで私の生き方をわかり易く言うと 
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１．「上善如水
ジョウゼンニョスイ

」（上善は水の
ゴト

如し）という一節がある。上善とは最も理想的な生き方を意味します。

その生き方をするためには水に学ぶことであると言っているのです。先ず、 

①水の柔軟性  …  水はきわめて柔軟であります。丸い器には丸く、四角い器には四角い形となり、相

手に逆らわないで進路を求めて止まない。 

②水の謙虚性  …  水は万物の生物を助け、育成し、恩恵を与えていながら、威張らず、誰もが嫌う低

いところ低いところへと流れる謙虚さ、そして
オダク

汚濁を洗い、
セイダク

清濁あわせ持つ。 

③水の能力性  …  水はすごいエネルギーを内に秘めています。時には固い岩をも砕き、押し流す力を

有しています。雨、雪、氷、霧、冷、暖…と変化するとも、その
サガ

性（本質）は失

わない。 

 

２．「水五則」 

① 自ら活動して他を動かしむるは水なり。 

     自らの好きなことをすること。企業は全社員の人間性が自分の仕事を通じて、自分も相手も成長 

     するのが理想。 

  ② 常に己の進路を求めて止
ヤ

まざるは水なり。 

          人は希望と工夫をもって自分の進路を切り開くべきで、人生には先方から開いてくる自動ドアな    

     どあるはずがない。 

③ 障害にあって激しくその勢力を増すは水なり。 

   水は行く手に立ちはだかるものがあると、やむなく停止するが断念しない。迂回して進路を見つ

けるか、さもなくば耐えに耐えて力を貯え鉄砲水となって困難を突破する。never give up 

④ 自ら 潔
イサギヨ

うして他の汚濁を洗い、清濁合わせ入れる度量あるは水なり。 

   時として自分の手を汚さなければ他を救えない場合は、心に広く銘じて清濁・善悪の差別なく受

け入れる。度量をもった寛容。 

⑤ 洋々として大海をみたし、発して霧となり、雨雪と変じてあられと化す。凍っては玲瓏
レイロウ

たる鏡とな

り、しかもその性
サガ

（本質）を失わざるは水なり。 

   水はさまざまに変化するが分子式の H2O は変らない。人も善悪さまざま変るも本性の仏性
ブッショウ

(人と

しての生まれながらの純粋な人間性）に変りはない。人間が救われるのは、自分に秘められてい

る純粋な人間性を自覚する以外はない。目前の現象はどうであろうとも、蔵
カク

れた人間の分子式の

仏性を信じることである。 

 

３．「舟を浮かべるも水、舟を沈めるも水」 

人生における幸・不幸や苦楽はつきものであるが、「舟を沈める水も、浮かべる水も水は一つ」。 

舟に水が入れば舟を沈めてしまうが、その水を外に出せば舟は浮かんで、人生という航路を力強く進め

ることができる。どちらも水に変わりはないのに働きがまったく違ってしまう。この違いを私たちは自

分から先ず一歩を踏み出すことで世の中が「転じる」ことを早く身につけたいものです。 

 

４．「転じ」（仏教）の大切さ 

清らかな美しい花を咲かせる蓮
ハス

は、泥水の中でしか育つことができません。 
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人生における泥は悲しみや苦しみですが、泥から逃げるのではなく、泥を肥料に転じてこそ、美しい花

を咲かせることができる。 

 

 ５．「生まれ変わる」 

あまえ、うぬぼれ、おごり、マンネリ、やっかみ…人は注意はしていてもこの５つの心の病気のどれか

に必ず罹
カカ

る。その度に会社も生活も人生も必ずおかしくなる。人は誰しも、その人生途上でこの５つの

病に侵
オカ

される。 

この病に勝つこと。それはマイナスをプラスに変えることで何倍もの効力を発揮することになる。悲し

み・苦労に逃げないで立ち向かうこと。挨拶をしてくれない人にも自分から挨拶すること。そのように

自分から先ず一歩踏み出すことで、人生が「転じる」こと、「自らに勝つ者は強し」を肝に銘じたいも

のである。 

 

 ６．こだわり 

  人にとって大切なのが「こだわり」だと思う。私は、理念を熱意や信念でもって実現しなければならな

いという強い「こだわり」を持っています。理念をかかげる会社はいくらでもあるが、根づいている会

社は少ない。それは真剣に「こだわり」を持っていないからである。達成まで「こだわる」のでなけれ

ば、いずれ必ず消えていく運命になる。自分は何に「こだわり」を持っているか、よくよく心していき

たいものである。 

 

以  上 
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まとめ 自生の生き方 

 

１．会社の特徴 

① 完全独立系の総合システムイノベーター（開拓者） 

コンピュータメーカー、ソフトベンダー、客先、資本、人事との系列、一切の制約を受けない All Free 

の体制で、いかなる業種・技術分野・プラットフォームを問わず、自由な立場で常に最新の技術に 

挑戦して、顧客第一主義「お客様に役立ち、喜ばれる、感動を共有する」ことをモットーにしてい 

ます。 

② 広範な業種、分野のプロセスを One Stop Service（一気通貫） 

私は、Systemは森羅万象、あらゆるモノ、あらゆるコトに通用する、という信念でスタートしまし 

た。通信、金融、保険、証券、流通、製造、教育機関、医療、官公庁の各分野の企画、分析、設計、 

開発、テスト、運用、教育、保守、メンテナンス、バージョンアップ、アウトソース等、一貫して 

実施できます。 

③ 自ら商品を企画、開発し、販売している自社ブランド商品を有していること 

戦略的大学経営システム「GAKUEN」や、レセプトデータベースを利用した医療関連 BIG DATA サー

ビス「JMICS」、金融機関経営統合パッケージソリューション「BankNeo」といった、当社独自の「JAST

ブランド」商品を有しており、それらの開発、販売、輸出、運用、啓蒙、普及、保守、メンテナン

ス、アウトソース、ヘルプデスクを統合的にワンストップサービスとして行っています。これは IT

業界でも珍しいです。 

④ グローバル企業であること 

二十一世紀はアジアの時代と見定め、また産業動向、日本の少子高齢化、マーケットの縮小を見越 

して、三十年前から海外展開をしています。 

現在、中国、タイ、シンガポール、マレーシアの四か国に、六社の海外連結子会社があります。そ

れらの海外子会社間および、日本本社・日本の連結子会社間で相互に情報・リソース・ノウハウを

共有することで、海外での基幹システム・ITインフラ構築・システム保守や、海外オフショア開発

が可能で、グローバル化時代の先取りをしてきました。 

 

２．創業の理念 

① 新しく創業・起業するに当たり、世の常として栄枯盛衰の根本はどこにあるのか？永続発展するには、

そのやり方はどうすべきか？そのために独自の「企業文化」を創造し、確固たる企業理念や企業価値、

人生観、仕事観、世界観を定義し、そして「当社はこういう会社だ」、「これが当社の考え方、やり方」

を明確にし、企業文化を誇りにして発展していくことが大切だと考えた。 

（１）そのために「思想」や「志」を全社員に浸透すべく自己研鑽する集団にしよう。そして他社と差別

化してそのエッセンスを社会に感化影響を与えて世の中を明るく、楽しく幸せにしようとしている。 

（２）国家の経世済民（国を治め民・社会を救う）のみならず、企業の経世済民（企業を治め社員・顧客

を救う）を達成するには「人物を育てる」ことが根幹であり、特に現在の日本における伝統的精神

の荒廃を思い致すとき、もう一度素晴らしい伝統精神を取り戻さなければ日本の将来を危惧するに

至る。 
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② ではどのような創業理念にすべきか、先ずもって歴史のない Computer 業界を IT 産業にまで育成する

ことを使命とする、これを創業理念とした。 

（１）Computerを通じて問題の Solution、新市場の創造（Market Making）、社会的貢献をすることによ

って社会的認知を確立する。 

 （２）企業における究極資源は人物であり、現在の日本の伝統的精神文化の荒廃を見るに、経世済民は企

業でしか取り戻せないという使命感を持ってことに当たる。 

 （３）職場は崇高な働き場であり、仕事を通じて人間をつくる場であり、切磋琢磨して道経の一致を証明

し、もって他への威化影響を与え、共に進化することを目指す。（この精神性こそ他社と差別する） 

 

先ず初めに戦略ありきではなく、「理念ありきで」と考えています。理念なき経営は凶器であり、虚業で

あると断定しています。多少モノ知りではダメ。そして、行動なき理念は無価値です。行動こそが本物か偽

物かを分けるポイントです。企業の発展には技術・人間性の両輪が必要ですが、それらを超えて経営理念が

組織の末端にまで浸透して実行していることを徹底しています。私利私欲（地位・名誉・金銭目当て）が中

心の動機は不純であり、必ず滅ぶ。 

  

３．人づくり 

   当社は職場を通じて「人をつくる会社」を目指しており、社会人として、職業人として、家庭人として、

グローバルで通用する人材として、どこに出ても恥ずかしくない、その道のリーダーとして世界に通用する

「人づくり」を最終目標としています。本業の「ソフト開発」は目標達成の一手段に過ぎないと言っても過

言ではありません。 

人間力の研鑽、磨き…職業人として、社会人として、家庭人として、グローバル人材として、「人づくり」

経営に徹しています。企業は人なり、社会も人なり、人生は品性なり。 

すべての源は全て人にある。 

 

４．陽明学 

道経一体思想「道徳なき経済は犯罪なり、経済なき道徳は戯言
ザレゴト

である」（二宮尊徳） 

「経済」と「道徳」は相反するようで、根本は一つである。車の両輪でなければならない。 

「イノベーションなき経済は退歩であり、経済なきイノベーションは道楽である」 

イノベーションはすべて世界の発展と人類の進歩となる。 

 

経営は理念である。理念は実行である。 

思想・哲学は実行して始めて意味を有してくる。実行しなければ絵に描いたモチに終わる。 

「理念なき行動は凶器であり、行動なき理念は無価値である。」行動こそが本物か偽物かを分けるポイント

になる。 

よって企業理念・経営理念は飾りものではなく、あらゆる問題解決のために、基準である理念に照らして検

討する、反省する、創造する習慣を植え付ける必要がある。 

ここで「理念と実行」を２つに分けて二元論で述べているようだが、相反するものは実は表裏一体で一つで

あるという見方・考え方を体得してほしい（陽明学）。我々の世界は「心と体」「精神と物質」「知識と行
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動」「個と公」「損と得」「苦痛と楽」「身と心」「善と悪」「私と他人」「敵と味方」、「楽観と悲観」

「夢と現実」など、すべて二つの要素で成り立っていると考えがちですが、私たちはお互いに関わり合い、

影響しあって生きている。本来は一体の存在、「統合」だということです。知行合一（チギョウゴウイツ）

は「言っていることと、やることを一致させる」「知っているだけじゃだめ。実行しなければならない」と

よく言われるが、知行合一は「知と行はもともと一つのもの、一体であり、同時進行する。前後に分かれて

などない」（知っていて行わないのは知らないのと同じ）という考え方です。掃除をしてきれいになったの

ではなく、掃除をしている瞬間に同時にきれいになっているのです。もう少しわかりやすく言うと、私たち

の心の奥には「本当の私」と「もう一人の私」がいるということです。例えば道路に空き缶が捨ててある。

「拾った方がいいな（内なる声）」と思いながら「誰かが拾うだろう」と思って行動しない。「今この仕事

をやり終えた方がいいんだが（内なる声）」「明日でもいいだろう」と実行しない。こんな二重の生活を送

っていては自分の主体性は確立できない。「本当の私」の今すぐやれ（内なる声）で何の迷いもなく自然体

で実践に移すクセ、習慣をつける。これに徹底すること。「本当の私」を誰が見ていようと、いまいと関係

なく、不動心を確立すれば、自分を磨くことができるし、自分を自立させることができる。 

 

「不易流行」（本質的なものを守る一方で、新しい変化を取り入れ、より多くの価値を創造していくこと） 

 我が社の独自性は「変わらぬ原理」と「変わる経営」を「統合」していることです。「不易流行」は松尾

芭蕉の俳諧の概念を表したものですが、「不変の真理を知らなければ基礎が確立しないし、また変化を知ら

なければ新たな進展がない」という意味です。変化の激しい時代の今時、自社のあるべき位置を見失わない

ために、経営理念や存在意義を明確にしておかなければならない。 

「守るものは残る」。つまり時代の変化や傾向にばかり近視眼的になり右往左往するのでなく、時代を超え

て真理や本質とは何かをとらえ、その実行に力を注ぐものが残り、価値ある人・会社となる。 

「不易」と「流行」は相反するようでも根本その実は一つである。時々刻々と変化する環境の中でこそ、己

が試され、人としての本質を磨くことが大切です。理念を確立してから事業を始めるとあと戻りしない。 

 

５．今後の動きや可能性 

技術革新によりすべてが自動化されることで危機感、焦燥感が起こっているが、変革が脅威ではなく、チ

ャンスであると前向き、ポジティブに考えるべきである。 

リーダーは伝道者（信者をつくること）であるべきで、この変革が社会への影響が良い方向に進むことを 説

明し広めるため、最善の方向性と対処を示さねばならない。 

 

 雪崩・土石流の勢いの第４次産業革命 

  ビジネスモデルを変えるだけでなく、社会・政治・経済・教育・医療…などの未来を完全に変える。 

（１）この革命はとにかくスピードが速い。まさに雪崩・土石流のようだ。 

（２）多面的な変化が同時に起きている。 

（３）今回の動きはプラットフォーム構築そのものが変革するので産業だけでなく社会のエコシステム 

（生態系）自体が完全に変る。それだけに新しい文化の創設が必要になる。 

（４）システムの変革が起きている。この革命は AI（人工知能）、IOT、ビッグデータ、ロボティクスと  

   いった技術革命を背景に進展しており、旧来の効率化、総合化、スピード化と次元が異なる。 
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（５）データの高度活用はあらゆる分野にまたがるオープンシステムで接続・共有することが必要で、 

コンソーシアムで取組まなければならない。 

（６）デジタル革命によって、生産が容易に国境を越えられるようになり、世界のどこで何を作ってもよ 

くなり、世界があたかも一つの国のようになってきた。新次元のグローバリゼーションの始まり…。 

（７）旧来の国際分業は産業単位、製品単位、資源単位であったが、今や部品・中間財単位となり、国境 

のあちら側、こちら側の図式が通用しなくなっていることは、世界金融危機や東日本大震災の影響

がバリューチェーン（価値連鎖）を通じてはるか遠いところにまで波及していっていたことを思い

出される。 

我々の住む世界は複雑につながっているのである。 

（８）よって、単独では生きられない時代になっているのであるから、すべての分野にダイバーシティ 

（多様性）が必然となる。文化、人種、業態、言語、を超えドミノの動きの中で生きるしかない。 

正に変化対応の時代で、力でもない、頭の良し悪しでもない、変化に対応できたものだけが生き残

ることは歴史の証明するところである。 

 

６．理想のリーダー像 

① リーダーシップは先天的資質か、育成的資質か、時代が人をつくるのか、人が時代をつくるのか、未

だ私には答が出ていない。但し、どちらかが欠けても変革は中途半端になる。両方のパワーが相まって

作動することで実現すると思う。つまり、資質に恵まれようと、恵まれていまいと、強い思いを持って、

人並外れた努力をする人が資質がある人で、掴み取るものである。 

② 流れに従うのがリーダーではない。時代を見通し、流れを作るのがリーダーだ。自ら変革を起こすの

がリーダーだ。 

③ 「義」と「志」を明らかにして正しい理念で進めれば、利は必ずついてくると信じきること。 

④ 日本の今の教育ではリーダーは生まれない。真のリーダーシップ教育を意識して育てていない。日本

の民主主義は平等であり、それも機会としての平等でなく、結果としての平等である。リーダーは本来

は責任を持って権力行使するものであり、一種のエリートであって、日本ではエリートを作ってはなら

ないものとされている。今の教育は覚えることが教育で、create（創造する）・変革する、は教育では

ない、ものを考えさせない教育である。よって「経営は学べても、経営はできない」の言に至る。 

⑤ リーダーに必要な資質…５Ｓ 

リーダーが身につけておかなければならない資源がいくつかある。覚えやすく５Ｓに集約する。 

（１）Ｓkill 

自ら考え、自ら行動し、自ら成果を出す。技量、技能、職能という言葉に相当する。言いかえる

と仕事のマネジメント、業績に対する実力を有すること。「やってみて、言って聞かせて…」の

「やってみて」の手本が出来るのでなければ、説得力が生まれない。信頼や尊敬も生まれない。

それには目標に向かって決断を下し、行動力が必要である。事象を分析し、本質を見抜き、方向

性を見い出し、勇猛果敢に実行する。実行力こそがリーダーの本物か偽物かを分けるポイント。 

（２）Ｓtrength 

強さである。これは少しくらいのハードワークはモノともしないという肉体的強靭さと、逆境の

嵐の中でも潰れてしまわないという精神的なタフネスさ、そして現状打破への情熱と勇気である。
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どんな困難があろうが先頭に立って推し進める。これをクリアしないと会社の明日はないという

強い危機感が必要である。 

（３）Ｓensitivity 

豊かな感受性である。リーダーであるからには人をリードし、人を通じて目標達成しなければな

らない。 

いくら仕事には優れていても人のマネジメントができなければ職場の核には成り得ない。 

そのためには、人の気持ちや立場に対する思いやりの感性が大切である。自らの尺度だけで判断

するのでなく、広い度量の持ち主でなければならない。つまり「人格」という豊かな人間味が必

要である。 

（４）Ｓmile 

困ったこと、自分の思いどおりにいかないことがあっても、一々慌てたり、沈んだり、わめいた

りせず、また順調のときも思い上がることなく、自分の感情をコントロールできる冷静さが必要

である。泰然自若の姿勢である。自己を律することができない者が他を律することは出来ないの

である。 

どんな厳しい場面でも微笑（スマイル）1 つで相手は安堵の胸をなでおろすことになり、他の人

に信頼感と勇気を与えることになる。 

（５）Ｓacrifice 

私益を超えて公益を求める。すなわち無私の人でなければならない。犠牲である。それも他人犠

牲でなく、自己犠牲が当たり前と心得るべきである。人の上に立ち、人をリードする人は自分を

犠牲にして義務を果たす人にこそ真のフォロアー（賛同者）が生まれるのである。 

自分の言動が「無私」とか「誠実」で裏打ちされたものであれば、それを受け止める側には必ず

感動を生むものである。ただ誠意だけでは通じない場合がある。「気概」を持って推し進めるパ

ワーが必要である。 

 

以上の５Ｓは意識と努力で作り上げることができる。故にリーダーは作り上げることができるのである。 

 

・己を律し、「信念を曲げない気骨」で誠実を貫く。 

・夢はデッカク、根は深く。夢を語らない、明日を語らないトップは真のリーダーではない。 

・悲しみも喜びも不条理もすべて出来事を受け入れ、それでも前に進むこと。水五訓 

・仕事の報酬は仕事である。やりがいが最高の喜び。 

・正しきものは強くあれ。「義」と「志」の経営。 

・リーダーは自ら考え、自ら行動し、自ら成果を出す。成果は万人に説得力がある。 

・「できない」「ムリ」「むずかしい」は禁句。 

・神は細部に宿る。人・書物・機会の小さなことも大切にし、運を引き寄せる人。 

・リーダーは私心なし。動機に不純は成功なし。 

・生成化育（人生の奥義（その道の奥深い神髄）の九十％以上は、夢・理想をもって、明るく、快活

に、逃げず、諦めず、誤魔化さず、言い訳せず、勤勉に、感動し、運・出会を大切に、何事にも興

味を持ち、挑戦と工夫をし、健康で、感謝すると何事もうまく行く。） 
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７．今後の目標や夢 

① 夢に生きる。夢に限界はない。 

② あくなき起業道の追求 

起業道（起業家人生の指針） 

（１）社会的矛盾のあるところにビジネスチャンスあり 

社会の課題、問題を解決するサービス・商品を提供すれば必ず事業は成功する。 

会社の存在価値も社会の課題を解決することにあって、利益を生み出すためだけではない。利益

は会社が社会的課題を解決した結果にすぎない。 

 （２）始めたらやめるな！ 

新しい事業は一度始めたら簡単にやめてはならない。その事業が誰もやっておらず、社会のため

になる「筋のいい事業」だと信じるならば、必ず解決策があり、進むべき道があるはずだ。だか

ら石にかじりついてもやり抜く。 

競争相手がどうであろうと、考え抜いて勝負をあきらめてはならない。 

やめた時が失敗だ。 

（３）「偶然の出会いと発見、それに遭遇する力」は人的資産だ。 

「出会い」を人生に生かすか、殺すかでその後の人生は大きく変わる。「出会い」の縁を大事に

して行動に移す。「偶然の出会いや発見、それに遭遇する力」は「人的資産」だ。その資産を活

用しなければ人生は変わらない。この「出会い」を大切に持ち続けると好循環の連鎖反応を起こ

すというものだ。 

（４）「義を見てせざるは勇無きなり」 

「社会に存在する矛盾・歪みは勇気を持って決断する最高のタイミングだ」と受け取るべき。起

業するには不安や苦労はつきものである。あまり無用な不安を抱く事なく、時代の変化に気付き、

目の前にある好きな波に「思わず乗った」の感でいいと思う。人生をリセットする気持ちで、恐

れず怯（おび）えず、大きな夢、情熱を持って、自分の新しい可能性に挑学するのがよい。 

③「壺中天有り」 

（１）壺の中に別天地を持っていること。現実の世俗社会にあって、それに限定されず、自ら創っている 

内面的・外面的別世界を有している。俗界と異なった（超越した）楽しい世界。 

内面的…志、夢、思想。ルーティーン（決めごと）、仕事は天職・趣味。 

外面的…友人、書物、実家、古里（故郷） 

（２）自分を絶体絶命の場所に置いて、そこから生き残れるチャンスを自分自身で探し出していく。 

（３）崖っぷちのところで自分を鍛える。最終的にはこれを楽しむ境地になる。 

（４）自分自身をいじめることによって鍛え抜く。そして艱難辛苦を恩寵的試練ととらえ、感謝する。 

（５）積極的な人間になる。「命まで取られない」の死にもの狂いで全力投球で取組む。 

（６）生きてる限り青春だ。 

 

以上 
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基本の徹底 

 

 企業の品質を高めるには「人」のレベルが最も重要である。「人」のレベルは基本の徹底で決まる。 

優良企業に訪問すると、一瞬にしてその会社のレベルが分かる。事務所がきれい。気持ちの良い挨拶。 

社員の表情が明るい。これらが全て共通している。相手は基本の徹底レベルを鋭く見抜く。格付けの高い企

業・人間ほど大きな取引、継続的な取引ができる。リーダーは全員が凡事徹底しているか、しっかり検証す

ること。これから先、基本が出来ていない企業は間違いなく淘汰される。 

 

基本１．高い志 

常に前向きか。そして目標が明確で、その目標に愚
グ

直に取り組んでいるか。原因自分論（他人のせいに

していない）となっているか。この３つを持っている人間を「志」という。「志」高き集団は 100％大

成する。 

 

基本２．素直さ 

  年齢とともに素直になり、役職とともに素直になる。素直とは伸びる人間の絶対条件。 

 

基本３．挨拶 

おはようございます。こんにちは。ありがとうございます。失礼します。行ってきます。おかえりなさ

い。心をこめて挨拶を実践できていると印象度は極めて高い。まさに印象度の第一次試験だ。 

 

基本４．約束 

  小さな約束を守っているかだ。約束にいい加減な人間、相手はシッカリ記憶している。約束が守れない

人間に信頼関係は構築できない。ライバルとの差別化につながる。 

 

基本５．逃げない 

  失敗・クレームは早く対応すること。お礼とお詫びは速い方が良い。先延ばしにすると、余計な言い逃

れの理由を考えなければならないが、相手は信用しない。 

 

基本６．レスポンス 

  できる人間は驚くほどレスポンスが早い。レスポンスはヤル気・熱心の証明だ。 

レスポンスが遅いと相手から返事も遅いか無視される。逃げの体質からきている。 

 

基本７．愛社心 

  愛社心の高い人間は企業理念に惚れ、社員同志愛で支えられ、自社商品やサービスに惚れこんでいる。

この連帯は勢い、集中力、改善、そして一体感が強烈に強い。そんな組織や風土がライバルを圧倒する。 
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基本８．相手情報 

  今やインターネット・新聞・業界紙の活用でかなりの情報を収集できる。まして既存の相手なら先輩か

ら話も聞けるしデータは集められる。情報不足のぶっつけ本番は話の本質がズレるし、共通の話題も乏

しく心がつかめない。 

 

基本９．報連相 

  報連相はその企業、組織の体質がそのまま反映される。業績の良い企業は報連相が速やかで情報共有さ

れ、お互いに動きが素早くなる。 

 

基本１０．行動計画 

  実践の場になって行動計画が緻密でなく、合格点に達していないと、ほとんどがやってるつもり
・ ・ ・

意識が

根底にあり、何が何でも目標達成しなければとの情熱が不足していることになる。やれなかったのでは

なく、やらなかったの結果になる。 
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日本システム技術株式会社 経営理念 
 

一、 自己に頼るべし、他に頼るべからず 
Rely on yourself, do not rely on others. 

一、 基本を固くする 
Hold fast on basics. 

一、 急ぐべからず 
Do not rush, be your regular self. 

一、 誠意は道を拓く、 

誠実本位で得た信用は最大の財産 
 Sincerity leads the way. 

 The trust obtained through sincerity-oriented behavior is the most 

 precious property. 

一、 清潔・整頓・堅実を旨とする 
Be cleanly, be organized and be down-to-earth. 

一、 人生の目的は品性の完成することにある 
The ultimate goal of life is to accomplish dignity. 

一、 感謝報恩の平常心を持つこと 
Have senses of thankfulness and gratitude. 

 


